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��大震災から大震災から��年。年。今何を思う Ｐ今何を思う　Ｐ����～～
��まにわっこミュージカルまにわっこミュージカル Ｐ　　Ｐ����～～
��市政トピックス市政トピックス　　　　 Ｐ　　Ｐ����～～
��お知らせワイド版 Ｐお知らせワイド版　　　　　Ｐ����～～
��真庭が好きっ読者の広場 Ｐ真庭が好きっ読者の広場　　Ｐ����～～
��研鑽に栄誉 Ｐ研鑽に栄誉　　　　　　　　Ｐ����～～
��ぐるっと真庭まちの話題 Ｐぐるっと真庭まちの話題　　Ｐ����～～

絵本の読み聞かせや手遊び、リズムあそびなどを家族
で楽しむイベント「絵本でしあわせさがそうね！」が
�月20日、落合ショッピングセンターサンプラザで開
かれました。約30人が参加し、家族で触れ合いながら
和気あいあいと楽しい時間を過ごしました。
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Maniwa ��

大
震
災
の
経
験
・
教
訓
を
ど
う
生
か
す

　

平
成　

年
�
月　

日
、
観
測
史
上
最
大
規

��

��

模
の
超
巨
大
地
震
が
日
本
を
襲
い
、
東
北
か

ら
関
東
地
方
を
中
心
と
し
た
広
い
範
囲
に
か

つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
勢

の
命
を
奪
い
、大
切
な
も
の
を
次
々
に
壊
し
、

日
常
の
生
活
を
一
変
さ
せ
る
そ
の
さ
ま
に
、

日
本
国
民
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
の
人
々
が

言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
発
生
か
ら
�
年
。
月

日
は
経
過
し
て
も
、
依
然
と
し
て　

万
人
以

��

上
の
人
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
安
心
な
暮
ら
し
を
取
り
戻
す
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
で
す
。

　

一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
岡
山
県

は
避
難
先
、
移
住
先
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
復
興
庁
の
公
表
し
た
数
値
に
よ
る

と
、
�
千
人
以
上
の
避
難
者
が
現
在
岡
山
県

内
で
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
人
数
は
西
日
本

で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ま
と

め
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
希
望
地
域
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
も
、
�
年
連
続
で
�
位
以
内

に
入
っ
て
い
ま
す
。上
位
に
入
っ
た
理
由
は
、

災
害
の
少
な
さ
や
温
暖
な
気
候
で
子
育
て
世

帯
の
相
談
が
増
加
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

岡
山
は
本
当
に
安
全
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ど
こ
か
地
震
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
…
」

と
反
省
さ
れ
て
い
た
被
災
者
の
声
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
�
年
前
に
感
じ
た
危
機

意
識
が
少
し
ず
つ
薄
れ
て
き
て
い
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
し
て
安
全
だ
と
思
っ
て
い
る
岡

山
に
住
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
今
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

�����������	
����
皆さんは、東日本大震災の恐ろしさを覚えていますか。

自然の脅威を見せ付けられ、人間が対処しうることの小ささを痛感しました。

晴れの国と言われる岡山県は、災害の少ない地域と認識されています。

しかし、昭和�年の室戸台風や昭和��年、��年の集中豪雨などでは

真庭地域でも被害が発生し、犠牲者も出ています。

これからの安心な暮らしのために

私たちに何ができるのか考えてみましょう。

▲平成��年台風��号の被
害を報じる広報くせ

▲平成��号台風��号襲来による
大雨で被害が発生（蒜山地区）



���Maniwa

手
編
み
の
膝
掛
け
・
マ
フ
ラ
ー
を
石
巻
へ

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
自
分
に
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
好
き
で
続
け
て
い
る
編
み
物
を
生

か
し
、
被
災
さ
れ
た
方
が
温
ま
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
を
届
け
よ
う
と
、
手
編
み
の
膝
掛

け
や
マ
フ
ラ
ー
を
贈
る
こ
と
を
考
え
付
き
ま

し
た
。
身
近
な
知
り
合
い
に
声
を
し
て
始
め

た
活
動
は
徐
々
に
輪
が
広
が
り
、
今
で
は
市

外
か
ら
の
参
加
者
や
協
力
者
も
い
ま
す
。
家

で
編
ん
だ　
 
㌢ 
四
方
の
小
片
を
持
ち
寄
る
な

��

ど
し
て
、
月
に
一
度
、
毎
月　

日
に
集
ま
っ

��

て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
気
持
ち
を
込
め
て
作

り
上
げ
た
膝
掛
け
な
ど
は
、
落
合
地
区
一
帯

で
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
落
合
ま
ち

か
ど
展
覧
会
」
で
披
露
し
た
後
、
宮
城
県
石

巻
市
内
の
仮
設
住
宅
へ
届
け
て
い
ま
す
。
昨

年
は
約
�
�
�
枚
の
膝
掛
け
と
約
�
�
�
本

の
マ
フ
ラ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

「
忘
れ
て
は
い
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

大
震
災
の
発
生
か
ら
�
年
が
経
過
し
、
私

た
ち
の
活
動
も
�
年
目
を
迎
え
ま
す
。
時
間

の
経
過
と
と
も
に
、
被
災
者
の
生
活
も
少
し

ず
つ
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に　

万
人
以
上
の
避

��

難
者
が
い
る
の
も
現
実
。「
私
た
ち
は
地
震
が

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
あ
な
た
た
ち
の
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
届
け
る
た
め
に
も
、
手
作
り
の
品
を

贈
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
主
的
な
備
え
の
必
要
性
を
改
め
て
実
感

　

被
災
地
支
援
活
動
は
続
け
て
い
て
も
、
い

ざ
自
分
自
身
の
防
災
意
識
は
ど
う
か
と
身
の

回
り
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
準
備
万
端
と
は

い
え
な
い
状
況
で
す
。
非
常
持
出
袋
の
確
認

や
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
活
用
、
近
く
の

要
援
護
者
の
把
握
、
地
域
の
防
災
地
図
の
作

成
な
ど
、
�
年
と
い
う
節
目
を
き
っ
か
け
に
、

支
援
活
動
の
仲
間
た
ち
と
何
が
で
き
て
い
な

い
か
を
再
確
認
し
ま
し
た
。「
自
主
的
」
に
備

え
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
が
、
そ

こ
が
重
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東日本大震災の発生を受け、

被災地へ多方面からの援助や支援が行われました。

真庭市内にも各種活動に携わられた方が大勢おられます。

主婦グループで被災地支援活動を続けられる   

馬野展子さんに活動する思いなどを伺いました。

��������	
��
�������

　防災のまちづくりを推進する「みんなで防

災 ｉｎ 真庭」が�月�日、勝山文化センターで

開催されました。兵庫県立大学准教授の木

村玲欧氏は講演の中で、山に囲まれ、湧き出

す温泉がある真庭は地殻活動が盛んな地域

であるという認識が必要なことや、南海トラ

フ巨大地震が遠くない将来起きる可能性が

高いこと、地震や異常気象による被害が頻発

しているという事実を「わがこと意識」をもっ

て捉える必要があることなどを訴えました。

専門家に危機意識の重要性学ぶ

編み物に精を出すボランティアメンバー（�/��）

 馬  野  展 子   さん（開田）
うま の のぶ こ

「多くの方の協力で、活動が
続けられています」と感謝を
述べる馬野さん。被災地をみ
んなで訪れ、直接被災者へ
手渡す計画も検討中。

��
��
�



条
件
異
な
る
ま
ち
と
連
携
強
化

　

大
阪
府
高
槻
市
と
真
庭
市
に
よ
る
「
観
光

交
流
並
び
に
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
式
が
�
月　

日
、
高
槻
市
総
合

��

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
両
市
は
、
農

畜
産
物
直
売
所
「
真
庭
市
場
」
の
高
槻
市
出

店
を
契
機
に
交
流
を
開
始
。
高
槻
市
で
行
わ

れ
る
天
神
ま
つ
り
に
は
、
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば

な
ど
を
販
売
す
る
真
庭
市
テ
ン
ト
を
設
け
、

Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
被
災

の
可
能
性
が
低
い
地
理
関
係
に
あ
る
こ
と
か

ら
締
結
す
る
運
び
と
な
っ
た
、
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
に
は
、
独
自
で
十
分
な
応
急
措

置
が
取
れ
な
い
場
合
に
、
食
料
や
各
種
生
活

必
需
品
、
被
災
者
を
一
時
的
に
収
容
で
き
る

施
設
を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
防
災

の
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
予
防
の
大
切
さ
呼
び
掛
け
る

　

�
月
�
日
〜
�
日
ま
で
、
平
成　

年
春
の

��

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
期
間
最
終
日
の
�
月
�
日
、
真
庭
市
観

光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ま
に
ぞ
う
」
が
一
日

消
防
長
に
委
嘱
さ
れ
、
防
火
意
識
を
高
め
る

た
め
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
就

任
後
、
消
防
長
の
制
帽
と
た
す
き
を
身
に
付

け
た
ま
に
ぞ
う
は
、
早
速
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
車
両
と
消
防
職
員
の
服
装
な
ど
を
点

検
し
、
一
日
の
業
務
を
開
始
。
近
く
の
ス
ー

パ
ー
に
移
動
し
た
後
、
久
世
保
育
園
児
と
一

緒
に
演
奏
を
披
露
し
た
り
、
画
面
上
の
鍋
の

火
を
消
す
消
火
体
験
を
案
内
し
た
り
と
、
防

火
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Maniwa ��

写真上：まにぞうが見守る中、消火体験に挑戦。なかなか消
えない火に悪戦苦闘　左：鼓笛隊の元気な演奏で買い物客ら
に防火を呼び掛けました

�月��、��日に開かれた天神まつりに真
庭市が�年連続の出展。人気のＢ級ご当
地グルメでお祭りを盛り上げました

協定書を手に今後の協力を誓い合う濱田剛史協定書を手に今後の協力を誓い合う濱田剛史
高槻市長と太田市長高槻市長と太田市長

 が経とうとする２月から３月にかけて、真庭市では防災

 がありました。市民の皆さんがこれからの生活を安心し

 ことができるように願って行われた各種の取り組みの

心 ・ 安全の
域づく り
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無
火
災
願
い
ま
ち
駆
け
抜
け
る

　

無
火
災
ま
ち
づ
く
り
駅
伝
大
会
（
市
消
防

団
久
世
方
面
隊
主
催
）
が
�
月
�
日
、
久
世

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
�
�
�
�
年
（
昭

和　

年
）
に
旧
久
世
町
内
で
犠
牲
者
を
出
す

��
火
災
が
起
き
た
の
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、

今
回
で　

回
目
の
開
催
。
年
齢
な
ど
で
分
け

��

ら
れ
た
�
部
門
に
、　

チ
ー
ム
約
�
�
�
人

��

が
出
場
。
選
手
は
「
火
の
用
心
」
と
書
か
れ

た
ゼ
ッ
ケ
ン
を
胸
と
背
中
に
付
け
、「
無
火

災
」
の
文
字
の
入
っ
た
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、

火
災
の
な
い
ま
ち
を
願
い
な
が
ら
�
区
間
計

�
・
�
㌔ 
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

郷
土
愛
を
胸
に
防
災
力
強
化

　

�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
、
白

��

梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭

市
消
防
団
と
市
消
防
本
部
が
合
同
で
行
う
式

に
、
消
防
関
係
者
約
�
千
人
が
出
席
。
新
入

消
防
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
後
、
団
長

の
訓
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域
防
災
の
要
と

し
て
、
地
域
住
民
の
安
全
を
守
る
心
構
え
を

確
認
し
、
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
長

年
に
わ
た
り
、
消
防
活
動
に
尽
力
し
た
団
員

ら
に
、
消
防
庁
長
官
な
ど
か
ら
の
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
午
後
か
ら
は

訓
練
な
ど
を
実
施
す
る
方
面
隊
も
あ
り
、
消

防
防
災
力
の
一
層
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰
功
労
章
以
上

の
表
彰
者
を
左
枠
に
掲
載
し
ま
す
。
敬
称
略

で
、
氏
名
と
方
面
隊
名
を
紹
介
。

【
消
防
団
員
数
】
平
成　

年
�
月
�
日
現
在
、

��

　

分
団
�
�
�
部
、
団
員
数
�
、�
�
�
人

��

受章者を代表し、表彰を受ける団員

懸命に走り中継所でたすきを渡すランナーたち

◆消防庁長官表彰◆
永年勤続功労章
南條　靖（北房）　　前田基美（落合）
岡�隆男（久世）　　神庭伊三夫（勝山）
島田政幸（美甘）　　山口知昭（美甘）
丸尾英治（湯原）　　山谷弘通（湯原）
多久間　治（蒜山）

◆日本消防協会長表彰◆
功績章
金本栄治（勝山）　　山邊尚史（湯原）
精績章
南條　靖（北房）　　前田基美（落合）
太田哲也（久世）　　梶岡泰士（勝山）
島田政幸（美甘）　　森岡久豊（消防本部）
勤続章
筧　安広（落合）　　岩田浩昭（久世）
横山　晋（久世）　　長尾博行（久世）
笹井元治（久世）　　三村邦夫（久世）
中山浩之（久世）　　山根英樹（勝山）
重藤　保（勝山）　　池田頼信（勝山）
藤原秀一（勝山）　　沼田　実（勝山）
太田英明（勝山）　　古谷　守（勝山）
家元康義（勝山）　　寺田幸平（美甘）
松本光正（美甘）　　小野田友輝（美甘）
池田光男（美甘）　　池田康高（美甘）
中澤高敏（湯原）　　美甘健吾（湯原）
大熊　昭（湯原）　　植木政志（湯原）
河島邦夫（湯原）　　片山隆久（湯原）
長尾隆志（蒜山）　　広本行治（蒜山）
岡田義太郎（蒜山）　小谷紀夫（蒜山）

◆岡山県知事表彰◆
永年勤続功労章
山下　豊（北房）　　前田基美（落合）
梶岡泰士（勝山）　　丸尾英治（湯原）
森岡久豊（消防本部）
優良消防団員章
池田昌嗣（北房）　　片岡智和（落合）
岩田浩昭（久世）　　山�公央（勝山）
樋口　豊（美甘）　　�子益史（湯原）
志賀祥郎（蒜山）　　大本　一（蒜山）

◆岡山県消防協会長表彰◆
功労章
矢萩政明（北房）　　武村一夫（落合）
金田増実（久世）　　落合淳一（勝山）
植田邦男（勝山）　　横山建樹（美甘）
山谷弘通（湯原）　　美甘伸一（湯原）
谷　弘友（蒜山）　　森本　茂（消防本部）

　東日本大震災から３年  

に関するさまざまな動き  

て、そして安全に過ごす  

一部を紹介します。

安心
地域

厳粛に執り行われた初出式
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　住宅火災で人が亡くなる場合の主な原因は、「逃げ
遅れ」です。住宅用火災警報器は、煙や熱をいち早
く感知し、火災による被害を軽減します。消防本部
と消防団では、警報機の設置率向上を目的に、�月
�日から住宅用火災警報器の設置状況の調査を行っ
ています。火災警報器の設置方法など詳しくは、お
問い合わせください。

�問 　消防本部予防課　℡����-��-����

対象者�これまでの調査で不在だった住宅など
調査方法�地元の消防団員がお宅を訪問するなどし
て、設置状況の聞き取りを行います。

　災害時要援護者名簿は、大規模災害の発生時に自
力で避難することが難しい人たちが、いち早く的確
な援助を受けることができるように用意する名簿の
ことです。作成した名簿は、地域の消防団や民生委
員などと情報共有し、災害発生時に役立てます。

�問 　健康福祉部福祉課　℡����-��-����
Ｆ Ａ Ｘ ����-��-����

対象者�高齢者や障がいのある人、傷病者など、災
害発生時に自力で避難することが困難な人
登録方法�既に登録されている人を中心に、民生委
員、介護支援専門員がお宅を訪問します。自ら登録
を希望する人は、福祉課にご相談ください。

【住宅用火災警報器設置率調査結果】
��������	
����現在

Ａｃｔｉｏｎ � ��
災害時要援護者名簿の整備

Ａｃｔｉｏｎ � ��
住宅用火災警報機
設置調査（�/�～）

������戸対象戸数（Ａ）

������戸設置あり（Ｂ）

�����戸設置なし

�����戸不在戸数など（Ｃ）

�����％設置率（Ｂ/（Ａ- Ｃ））

実
行

　安心への第一歩として、防災に関する情報を日頃
から気にする習慣を身に付けましょう。パソコンで
チェックできるものや登録しておけばメールが入っ
てくるサービスなど、さまざまなものがあるので一
度確認してみましょう。
①真庭市ホームページ（市内各地に設置しているラ
イブカメラや雨量計を確認することができます。）
②岡山県総合防災情報システム（県内の警報や注意
報、水位情報などを確認できます。）
③防災情報メール配信サービス（登録を
したメールアドレスに警報や注意報、避
難情報などの情報を配信。携帯電話の場
合は右のＱＲコードをご活用ください。）

��������������

【地域自主組織の組織率】 ��������現在

【自主防災組織補助金】

※�組織につき、�回のみの交付となるものなど、条件もあります
ので、詳しくは危機管理課℡����-��-����にお問い合わせください。

��団体設立組織数
���団体組織済み自治会数（ａ）
���団体総自治会数（ｂ）
�����％組織率（ａ/ｂ）

補助限度額補助金の額補助対象事業

加入世帯数
×�����円①防災資機材

防災資機材
整備事業 構成自治回数

×�������円
補助対象経費
×�/�②基本備品

 �������円補助対象経費
×�/�避難誘導看板整備事業

 �������円補助対象経費
×�/�防災マップ整備事業

������円参加者数
×���円

①防災訓練
及び研修会

組織運営事業
������円防災士資格

取得費用
②自主防災
リーダー養成

▲�我が家の防災マップと
　　地域防災計画の表紙

��
�

落合方面隊の調査の様子（�/�）
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地
域
の
人
を
守
る
の
は
、
や
は
り
地
域
の
人

　

近
年
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

誰
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
助
け
ら
れ
る
の

か
を
、
個
人
、
地
域
、
行
政
の
役
割
と
し
て

表
現
し
た
も
の
で
す
。　

年
前
に
発
生
し
た

��

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
実
に　

・
�
�
の

��

人
が
自
力
、
ま
た
は
家
族
や
友
人
、
隣
人
な

ど
近
く
に
い
る
人
に
よ
り
助
け
ら
れ
、
消
防

な
ど
専
門
の
救
助
隊
に
救
わ
れ
た
人
は
、
わ

ず
か
�
・
�
�
だ
っ
た
と
い
う
調
査
結
果
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
自
分
の
命

を
守
る
た
め
の
備
え
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
で

連
帯
感
を
強
め
、
災
害
に
対
応
す
る
こ
と
の

で
き
る
組
織
が
必
要
で
あ
る
と
、
今
再
び
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
強
化
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

　

真
庭
市
は
、平
成　

年
度
に
防
災
マ
ッ
プ
、

��

昨
年　

月
に
は
真
庭
市
地
域
防
災
計
画
を
相

��

次
い
で
ま
と
め
、
災
害
対
策
に
役
立
て
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
は
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
地
域
で

つ
く
る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
地
域
防
災

力
の
底
上
げ
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
主
的
な
防
災
対

策
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
私
た
ち
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
で

は
、
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
に
向
け
た
支

援
や
組
織
強
化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
活
動
事
例
の

紹
介
や
活
動
補
助
金
の
説
明
な
ど
を
行
う
出

前
講
座
や
、
防
災
を
テ
ー
マ
と
し
た
勉
強
会

の
開
催
な
ど
が
主
な
例
で
す
。

防
災
意
識
の
高
ま
り
を
地
域
の
力
に

　

真
庭
市
の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、

�
割
に
も
満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
組
織

す
る
と
い
う
と
、
難
し
く
感
じ
敬
遠
さ
れ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
花
見
な
ど
の
地
域

行
事
に
合
わ
せ
、
炊
き
出
し
風
に
調
理
し
、

皆
さ
ん
で
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
こ
と
な
ど

も
一
種
の
防
災
訓
練
と
捉
え
て
い
た
だ
け
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。
地
域
で
の
防
災
対
策
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
強
く
な

る
と
い
う
好
循
環
を
生
み
出
せ
る
と
嬉
し
い

で
す
。
防
災
意
識
の
高
い
、
安
心
・
安
全
な

地
域
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

地域内の地理や各家の居住状況など、

地域のことに一番詳しいのは、他ならぬ地域の皆さんです。

それらの情報を皆さんの安心な暮らしに生かすことはできないでしょうか。

地域に出向き、自主防災組織の設立を呼び掛けている

市民活動センターまにわの山田茜さんにお話を伺いました。

��������	
�
��������	
��

災害時の食事を体験するま
ちづくり勉強会を開催（�/�）

市民活動センターまにわ

 山  田 　茜   さん
やま だ あかね

自分の身を守ることが最優
先。次に危険箇所や避難経
路を想定し、地域で情報共
有できると安心ですね。

�月��日に行われた金屋・五反地
区の防災講演会には、地区の約��
人が参加。防災地図の作り方のほ
か、自主防災組織の活動の話や消
火訓練などが行われました

※出前講座のお申し込みは、真庭市市民活動支援プラザ（℡����-��-����）まで。



　

ま
に
わ
っ
こ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

�
月　

日
に
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

��

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ス
ト
、

制
作
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
約　

人
��

が
作
り
上
げ
た
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
は
、
�
人
の
真
庭
の
子
ど
も
た

ち
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
真
庭

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�������
��������	
������
　　　　　　　　　　　　　　　   ヒストリーアドベンチャー

���������	
������
���������	
������

美作国建国����年記念事業真庭市実行委員会

陰陽師の占部満寿（せんべのまんじゅ）
と出会い物語がスタート

火を勢いよく燃やし鉄を精製する「たたら」を表現
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の
歴
史
を
体
験
し
て
い
く
と
い
う

物
語
。建
国
時
の
奈
良
時
代
初
期
、

戦
国
時
代
の
山
城
、
江
戸
時
代
の

山
中
一
揆
な
ど
の
出
来
事
に
巻
き

込
ま
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿

を
描
き
ま
し
た
。
過
去
の
経
験
を

生
か
し
、
未
来
を
創
造
す
る
た
め

に
今
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。
ス

テ
ー
ジ
か
ら
送
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
・
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

����������	�
����


せりふの言い回しや 殺  陣 の練習、通し
た て

稽古など、上演に向けて取り組んでき
た�年間を少しだけ振り返ります。

津山藩の圧政に耐えかね強訴を決意する農民（山中一揆の場面）

写真上：会場には出演者へのお祝いの花が
どっさ り　写真下：祝福とねぎらいの言葉
が交わされた上演後のロビー
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所
信
表
明�

真庭市誕生から��年目、太田市長が描く真庭の姿は

����������	
�
���������	
��
　平成��年�月第�回真庭市議会定例会が開催され、
太田昇市長が所信表明演説を行いました。その要旨と
機構改革の概要をお伝えします。

　

真
庭
市
が
持
続
可
能
な
自
治
体
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

人
口
減
少
や
地
方
交
付
税
削
減
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
複
雑
化

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
市
役
所
組
織
の
変
更
を
行
い

ま
す
。こ
の
変
更
に
よ
り
、
�
管
理
者
、　

部
局
、
�
病
院
、

��

　

課
と
な
り
ま
し
た
。主
な
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��

�問
 
  
総
合
政
策
部
総
合
政
策
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

機
構
改
革

■くらし安全課の設置
　消費者行政や人権、公共交通など、市民生活の安全安心
に関わる問題に対して、迅速で的確に対応します。また、
市民の生活に関する相談に市役所で連携した対応をしてい
くため、「生活総合相談窓口」を設置します。

■スポーツ・文化振興課の設置
　市民によるスポーツや文化の振興を支援し、施設管理と
一体となった取り組み体制を推進します。

くらし安全課�

（生活総合相談窓口）�

市民課�

スポーツ・文化振興課�

環境課�

生活環境部�

　　

少
子
高
齢
化
が
進
む
わ
が
国
に

お
い
て
、
�
�
�
�
年
に
は
団
塊

世
代
の
全
員
が
後
期
高
齢
者
と
な

り
、
実
に
約
�
人
に
�
人
が　

歳
��

以
上
に
な
る
見
込
み
で
す
。今
後
、

人
口
縮
減
・
高
齢
化
社
会
は
急
速

に
進
行
し
ま
す
。
真
庭
市
に
お
い

て
も
、
�
年
ご
と
の
国
勢
調
査
の

た
び
に
人
口
は
約
�
千
人
ず
つ
減

少
し
て
お
り
、
全
国
よ
り
そ
の
傾

向
が
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。
こ

の
現
実
に
対
処
し
、
人
口
減
を
少

な
く
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。
自

然
減
を
食
い
止
め
る
少
子
化
対
策

は
も
ち
ろ
ん
、
転
入
者
を
増
や
す

と
い
う
社
会
増
に
向
け
た
取
り
組

み
が
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
人
口
の
絶
対
数
を
増
や
す

こ
と
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
し
な

が
ら
、
ゆ
と
り
の
あ
る
魅
力
的
な

地
域
を
創
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

つ
ま
り
、
高
齢
者
を
含
め
て
活
力

が
あ
り
、
将
来
を
語
る
こ
と
の
で

き
る「
元
気
で
希
望
の
湧
く
真
庭
」

を
創
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
人
口
や
経
済
が
増
大
す
る
社

会
し
か
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
私

た
ち
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
に
偏

重
し
た
価
値
観
を
転
換
し
、
あ
ら

ゆ
る
社
会
改
革
を
実
行
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

真
庭
を
日
本
の
先
進
地
域
に
し
た

い
も
の
で
す
。

���
�
�
�
�
�
�	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
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真
庭
市
は
、
平
成　

年
度
に
合

��

併　

年
目
を
迎
え
ま
す
。
合
併
の

��
成
果
を
検
証
し
つ
つ
、
町
村
連
合

の
色
彩
が
残
る
真
庭
市
か
ら
脱
却

し
、
真
の
「
真
庭
市
」
と
し
て
の

姿
を
描
く
新
た
な
出
発
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

「
新
総
合
計
画
」の
策
定
時
期
を
繰

り
上
げ
、
平
成　

年
度
中
に
策
定

��

す
べ
く
、検
討
に
着
手
し
ま
し
た
。

市
民
皆
さ
ん
の
考
え
や
ア
イ
デ
ア

を
頂
き
な
が
ら
、
ま
た
、
議
会
で

の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
社
会

の
構
造
変
化
に
即
し
た
内
容
に
な

る
よ
う
に
作
業
を
進
め
ま
す
。
こ

の
新
計
画
を
実
行
し
、「
元
気
で
希

望
の
湧
く
真
庭
」
を
創
る
た
め
に

は
、
健
全
な
財
政
と
強
力
な
行
政

執
行
体
制
が
不
可
欠
で
す
。
地
方

交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
が
な
く

な
っ
て
も
、
健
全
な
行
財
政
運
営

を
持
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
後
の
地

域
経
済
社
会
の
動
向
を
踏
ま
え

て
、「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
行
財
政
改

革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、「
自

立
自
尊
」
の
誇
り
を
持
っ
て
、
と

も
に
連
携
し
て
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
真
庭
の
多
彩
で
豊

か
な
環
境
と
資
源
、
人
の
和
と
知

恵
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

実
績
な
ど
を
も
っ
て
、
行
政
経
営

を
進
め
れ
ば
、「
元
気
で
希
望
の
湧

く
真
庭
」
を
築
く
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え
に

立
ち
、
新
年
度
以
降
の
市
政
運
営

の
最
重
点
課
題
を
「
交
流
・
定
住
」

と
位
置
付
け
、
人
口
増
と
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
に
全
て
の
政
策
を

つ
な
げ
て
行
き
ま
す
。
教
育
力
を

高
め
れ
ば
親
子
が
移
住
し
ま
す

し
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
大
き
な

誘
引
要
素
と
な
り
ま
す
。
来
春
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
完
成
す
る

と
、
地
域
内
の
電
力
供
給
が
安
定

確
保
で
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

は
日
本
最
大
級
の　
 
㌫ 
と
な
り
ま

��

す
。
こ
の
率
を
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、
廃
熱
利
用
で
野
菜
な
ど

を
栽
培
す
れ
ば
、
新
た
な
農
業
が

展
開
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
、
生
活

の
地
域
内
循
環
が
実
現
す
れ
ば
、

真
庭
の
魅
力
は
さ
ら
に
輝
き
、
人

材
も
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
孔
子
の

「
近
き
者
説
び
、
遠
き
者
来
る
」、

つ
ま
り
、
真
庭
が
豊
か
で
楽
し
く

住
み
よ
い
地
域
に
な
る
と
、
外
か

ら
人
が
集
ま
り
さ
ら
に
栄
え
る
と

い
う
意
味
で
す
。志
を
高
く
掲
げ
、

市
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
っ

て
く
る
「
元
気
で
希
望
の
湧
く
真

庭
」
を
築
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

■産業企画室の設置
　地域の産業・商業の育成や支援を機動的に行
い、地域経済の活性化と雇用の創出などにつな
げていくため、産業企画室を設置します。また、
起業促進、多様な主体の参画による産業振興施
策の統括のため、バイオマス政策統括監の職務
を拡充し、「産業政策統括監」とします。

■交流定住推進室の設置
　交流定住推進室と交流定住センターを設置し、
地域と連携した交流事業の推進、ワンストップ
による移住・定住相談や支援の連携など、「交
流定住機能」を強化します。また、地域の交流
定住を促進するため、振興局・支局内に交流定
住センター分室を設けます。

�平成��年度 ��つの重要政策�
○地域活性化への取り組み
農商工関連の各種支援事業実施による地域
経済の循環促進。移住相談窓口の設置や地
域おこし協力隊、空き家活用などによる地
域活性化。

○安全・安心な地域づくり
消防団車両更新、機庫整備などによる地域
防災力の強化。こども園整備や小学校耐震
改修などの子育て環境整備。風しん予防接
種助成など保健福祉行政の充実。

○未来を担う人づくりと豊かな文化づくり
児童・生徒学力向上事業や実物投影機導入
などによる教育環境の充実。真庭文化芸術
祭の開催、図書館基本計画策定などによる
文化芸術振興。

○新総合計画の展開に向けた取り組み
まちづくりワークショップや市民アンケー
トなどの総合計画策定事業。市政施行��周
年記念式典の開催、情報発信強化事業など。

※事業の詳しい内容や予算については、�月発行
の広報真庭別冊「予算号」でお知らせします

総合政策課�

（行政改革推進室）�

（交流定住推進室）�

　  　市民活動支援プラザ�

　　  交流定住センター�

秘書広報課�

総合政策部�

バイオマス政策課�

（産業企画室）�

農林振興課�

農林土木課�

商工観光課�

産
業
政
策
統
括
監�

産業観光部�

���
�
�
�
�
�
�	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

���
�
�
�
�
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トピックス�

　

平
成　

年
度
真
庭
市
市
政
懇
談

��

会
が
�
月　

日
、
市
役
所
本
庁
舎

��

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
代

表
の
地
域
づ
く
り
委
員　

人
が
出

��

席
。
団
体
ご
と
に
活
動
実
績
の
報

告
や
市
へ
の
要
望
・
提
案
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
た
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
、
地

区
の
空
洞
化
や
農
産
物
販
売
、
猿

害
対
策
、
団
体
助
成
、
空
き
家
対

策
、
合
併
の
検
証
な
ど
に
つ
い
て

問
題
提
起
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ト

ー
ク
も
行
わ
れ
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
た
真
剣
な
話
し
合

い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

写真上：円卓を囲
み、さまざまな意
見が交わされた懇
談会　写真左：身
振り手振りを交え
て丁寧に説明する
太田市長

真庭市市政懇談会真庭市市政懇談会

知恵を出し合い、地域の課題を解決知恵を出し合い、地域の課題を解決

第�回真庭市地域医療ミーティング推進協議会

地域医療の現状まとめ課題を探る
　

真
庭
市
地
域
医
療
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
推
進
協
議
会
が

�
月
�
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。
住

民
や
医
師
会
、
薬
剤
師
会
な
ど
で
組
織
す
る
同
協
議

会
は
平
成　

年
度
に
発
足
。
こ
れ
ま
で
市
内
�
地
区

��

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
看
護
就
職
フ
ェ
ア
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
�
年
間
の
報
告
を
受
け
て

委
員
が
意
見
交
換
。「
真
庭
は
比
較
的
医
療
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
」「
安
易
に
救
急
外
来
を
使
う
コ
ン
ビ
ニ

受
診
も
見
ら
れ
る
」
な
ど
現
状
を
ま
と
め
、
次
年
度

の
活
動
に
向
け
て
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

写真上：�年間の活動について報告する委
員　写真左：意見を書き出した付せん。
「小児救急医療相談電話（♯����）のＰ
Ｒを」「フォーラムなどで意識の啓発を」
など多くの意見が出されました
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市政に関する動きの一部を紹介します

落合サンプラザでわくわ
く科学ランドが開催され
ました。参加した親子約
���人は、浮き上がるボー
ルや空気砲などの科学シ
ョーに大興奮。体験では、
カルメ焼きやブーメラン
作りなど科学を楽しみま
した。

�������不思議な科学ショーに大歓声

山田方谷ゆかりの史跡が
多く残っている中津井地
区で方谷史跡ウォーキン
グが開催されました。参
加者や北房観光ボランテ
ィアガイドなど約��人
が、中津井陣屋跡や佐井
田城跡などを約�時間か
けて巡りました。

�������地域の歴史を学び、見聞を広める

�
������

 
一 
般
廃
棄
物
減
量
等
推
進
方
針
に
係
る
答
申

廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
提
言

市長に答申書を手渡す中村修会長と有元美津子副会長

　

�
月　

日
、
真
庭
市
廃
棄
物
減
量
等
推

��

進
審
議
会
が
、
廃
棄
物
の
処
理
方
法
に
つ

い
て
答
申
書
を
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
家
庭
ご
み
の
分
別
収
集
に
よ

る
可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
柱
と
し
、
生
ご

み
・
浄
化
槽
汚
泥
の
液
肥
化
や
紙
ご
み
の

資
源
化
、
焼
却
施
設
の
規
模
集
約
と
縮
小

化
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
で
あ
る
真
庭
市
に
ふ
さ
わ
し
い
廃
棄

物
処
理
シ
ス
テ
ム
を
提
言
。
市
は
、
答
申

を
受
け
、
平
成　

年
度
か
ら
液
肥
化
施
設

��

の
基
本
設
計
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こんにちは！�こんにちは！�
から�市 長 室 �

深刻な学力水準と公教育の危機
　広報真庭�月号「真庭の学力」特集をご覧になりまし

たか。小中学生の学力水準が、すべての科目において、

全国より相当低く、岡山県平均よりも低いという衝撃的

な内容です！この全国学力テストは、「生きるための基

礎」となる力を示すものですから、子どもの将来を考え

ると由々しき事態です。真庭市の教育費は、市民一人当

たり�万円で、県内��市の中で最高額なのですが…。

　実は、もっと深刻なことがあります。高校はもとより、

小中学校でも児童生徒が私学に流れる風潮が一層強まっ

ていることです。貧しくても教育を受けられるという近

代公教育制度の基盤が崩壊しつつあるのではないでしょ

うか。

　公教育を担う校長・教員の皆さん、この大変な危機を

自覚して、公立学校で十分な学力が身に付けられるとい

うことを実証してください。農山村地域である真庭の子

どもが心身ともに立派に育ち、学力の面でも決して不利

にならないように。全国で活躍する者、次代の真庭を担

う人材が輩出するように。

真
庭
市
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
倶
楽
部

首
都
圏
か
ら
真
庭
市
を
発
信

地酒など真庭産品の特徴をP R しました

　

�
月　

日
、
真
庭
市
観
光
サ
ポ
ー
タ
ー

��

ズ
倶
楽
部
の
首
都
圏
情
報
交
換
会
が
東
京

都
内
で
行
わ
れ
、
首
都
圏
に
住
む
真
庭
出

身
者
ら
約
�
�
�
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
里
山
・
真
庭
の
現

状
や
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
真
庭
か
ら

参
加
し
た
市
長
や
事
業
者
が
紹
介
。
会
員

か
ら
は
、質
問
や
提
案
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
交
換
会
で
は
「
真
庭
の
地
酒

で
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
」
に
な
ら
っ
て

地
酒
も
用
意
。
真
庭
産
食
材
の
料
理
と
一

緒
に
堪
能
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
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平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
と
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。
本
庁
舎
の

��

事
務
室
配
置
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
部
長
・
課
長
な
ら
び
に
退
職
者
、新
規
採
用
者

を
紹
介
し
ま
す
。
退
職
者
は　

人
、新
採
用　

人
と
な
り
、�
月
�
日
現
在
の
職
員
総

��

��

数
は
�
�
�
人
と
な
り
ま
す
。 

�問
 
　

総
務
部
総
務
課 
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
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　総括参事  有馬伸明（中国四国農政局から）
【農林土木課】����-��-����
　課長　中山利明
【商工観光課】����-��-����
　課長　須田昌宏

建設部
部長　山本光一 
【都市住宅課】����-��-����
　課長　池田知明
（国土調査室）����-��-����
　室長　富永泰司
【建設課】����-��-����
　課長　宮本隆志
【水道課】����-��-����
　課長　古林昌守
【下水道課】����-��-����
　課長　上島芳広

蒜山振興局　����-��-����
振興局長（兼市民福祉課長）枡谷和明
【総務振興課】課長　小谷英一

北房支局　����-��-����
支局長（兼市民福祉課長）　平　義男
【総務振興課】課長　上山修治

落合支局　����-��-����
支局長（兼市民福祉課長）　庄司史郎
【総務振興課】課長　妹尾久敏

勝山支局　����-��-����
支局長（兼市民福祉課長）　山根眞一
【総務振興課】課長　牧　朋子 

美甘支局　����-��-����
支局長（兼市民福祉課長）　横山泰治
【総務振興課】課長　長尾　修

湯原支局　����-��-����
支局長（兼市民福祉課長）　榎原　薫

生活環境部
部長　川元信義
【市民課】����-��-����
　課長　横山高史
【くらし安全課】����-��-����
　課長　矢谷佳子
（消費生活センター）
����-��-����
【スポーツ・文化振興課】����-��-����
　課長　池上　博
【環境課】����-��-����
　課長　横木隆文
（資源循環対策室）室長  高見　智
【旭水苑】����-��-����
　所長　井原福典
【クリーンセンターまにわ】����-��-����
　所長　鈴木正和
【北部クリーンセンター】����-��-����
　所長　池端徹章

健康福祉部
部長　山口博重
【福祉課】����-��-����
　課長　上谷久子
【子育て支援課】����-��-����
　課長　池町陽子
【健康推進課】����-��-����
　課長　大熊江美子　
【高齢者支援課】����-��-����
　課長　稲田隆司
【ささぶき苑】����-��-����
　所長　延本貞明

産業観光部
部長　宮永　優
産業政策統括監　中井　靖
（中国経済産業局から）
【バイオマス政策課】����-��-����
　課長　長尾卓洋
【農林振興課】����-��-����
　課長　綱島直彦

会計管理者
会計管理者　吉田　昇
【会計課】����-��-����
　（会計管理者が課長を兼務）

市長直轄組織
危機管理監　三村訓弘
【危機管理課】����-��-����
　（危機管理監が課長を兼務）

総合政策部
部長　吉永忠洋
【総合政策課】����-��-����
　課長　有元　均
【秘書広報課】����-��-����
　課長　的場敏惠

総務部
部長　中村剛士（総務省から）
次長　秋田繁彦
【総務課】����-��-����
　課長　大美昌司
【財政課】����-��-����
　（総務部次長が課長を兼務）
【財産活用課】����-��-����
　課長　正富昭夫
【税務課】����-��-����
　課長　谷岡昭雅
【債権回収対策課】����-��-����
　課長　河内勝彦

正面玄関�

東側入口�

西側入口�

(夜間受付)

債権回収対策課�

子育て支援課�

健康推進課�

環境課�

くらし安全課�

市民課�

税務課�

福祉課�

高齢者支援課�

会計課�

バ�イオマス政策課�

農林土木課�

商工観光課�

建設課�
下水道課�

水道課�

農林振興課�
（農業委員会）�

都市住宅課�

財産活用課�

2F

1F

大会議室1

大会議室2

多目的�
  会議室�



退職者（�月��日付）

●片岡信隆（総務部長）　●中尾昌高（危
機管理監）　●曽根秀男（建設部長）　●
篠山宏之（会計管理者）　●小谷宣好（蒜
山振興局長）　●谷口誠一（勝山支局長）
●小松美行（湯原支局長）　●近藤晶彦
（消防本部消防長）　●清友義治（下水道
課長）　●福田町子（湯原支局総務振興課
長）　●辻本美由喜（ささぶき苑所長）　
●大垣宣雄（監査事務局長）　●宮本勝昭
（真庭消防署長）　●片山裕子（湯原温泉
病院看護部長）　●孝井洋子（木山保育園
長）　●池田敬江（河内保育園長）　●庄
司悦子（勝山こども園長）　●池田里子
（富原保育園長）　●中島善子（二川へき
地保育所園長）　●牧田雅枝（中和保育園
長）　●石賀喜久美（八束保育園長）　●
福島こず恵（草加部幼稚園長）　●長恒　
繁（蒜山分署長）　●青木智恵子（健康推
進課参事）　●吉田裕司（北房支局総務振
興課参事）　●牧田功士（湯原温泉病院参
事）●池田幸子（湯原温泉病院看護師長）
●佐々木明美（ささぶき苑寮務主査）　●
福井和世（川東小校務主任）　●福田貴大
（真庭消防署本署主事）　●神寳将志（真
庭消防署北房分署主事）

新採用（�月�日付）

●植木俊博（健康福祉部高齢者支援課主事）
●石倉阿季（産業観光部バイオマス政策課主事）
●鈴木貴雅（健康福祉部福祉課主事）
●石原歩美（生活環境部市民課主事）
●太田有紀（産業観光部商工観光課主事）
●表江智幸（建設部建設課主任）
●春名良彦（建設部都市住宅課上級技師）
●池田丈太（健康福祉部健康推進課栄養士）
●三鴨まなみ（川上保育園保育士）
●福島諒子（久世第二保育園保育士）
●杉原泰子（久世保育園保育士）
●林田寛美（落合ひまわり保育園保育士）
●山本真弓（北房水田保育園保育士）　
●進　優基（消防本部総務課付主事）　
●高野敬大（消防本部総務課付主事補）　
●丸山裕也（消防本部総務課付主事補）　
●難波貴弘（消防本部総務課付主事補）　
●長綱修平（消防本部総務課付主事補）　
●廣田菜穂子（湯原温泉病院医師）
●藤原陽子（湯原温泉病院上級看護師）　
●山崎　亮（湯原温泉病院看護師）　

【米来幼稚園】園長　山根ひとみ 
【樫邑幼稚園】（小学校長が園長を兼務）

【余野幼稚園】（小学校長が園長を兼務）

【草加部幼稚園】園長　井原悦子
【落合こども園】園長　山本知子
【美川こども園】園長　山口理恵
【河内こども園】園長　牧原美恵子
【勝山こども園】園長　樋口　都
【八束こども園】園長　丸山恭子

消防本部・真庭消防署
消防長　森岡久豊
次長　半田　伝
【総務課】（消防本部次長が課長を兼務）

【予防課】課長　森木　茂
【警防課】課長　大森幹夫　 
【真庭消防署】署長　浅田光明
（蒜山分署）上級分署長　池田敏朗
（湯原分署）上級分署長　八幡兼三
（美新分署）分署長　田辺展仁
（北房分署）上級分署長　西山定明

湯原温泉病院
院長　野村修一
副院長　岡　孝一
事務部長　三牧　充
事務次長　藤井幸枝
看護部長　西原美佐子
看護部次長　山本久仁枝
技術部次長　和田安弘
技術部次長　渡辺郁子

【総務振興課】課長　竹内紀吉

教育委員会
教育次長　新幸知典
【教育総務課】����-��-����
課長　妹尾直之
【学校教育課】����-��-����
課長　三ツ宗宏
【生涯学習課】����-��-����
課長　切明友子　

議会事務局　����-��-����
議会事務局長　片岡　清

監査事務局　����-��-����
監査事務局長　渡邉伸之

派遣等
【中部環境施設組合】所長　竹平信孝

保育園・幼稚園・こども園
【北房水田保育園】園長　曽根晶子
【北房中央保育園】園長　廣　敏美 
【木山保育園】園長　妹尾雅子
【落合ひまわり保育園】園長    森本笑子
【旦土保育園】園長　西村桂子
【久世保育園】園長　山崎弥生
【久世第二保育園】園長    池田比呂子 
【月田保育園】園長　長尾香代子  
【富原保育園】園長　濱子伸枝
【美甘保育園】園長　小谷恵子
【久見保育園】園長 石賀喜久美（再任用）

【二川へき地保育所】園長   山根満知子
【中和保育園】園長  中島善子（再任用） 
【川上保育園】園長　内田典子
【中津井幼稚園】（小学校長が園長を兼務）

【呰部幼稚園】（小学校長が園長を兼務）

【上水田幼稚園】園長　中田百合子 
【天津幼稚園】園長　福島真喜子
【川東幼稚園】園長　田中順子 
【久世幼稚園】園長　平岡幸江

新規採用職員事前説明会（�/��）にて
※新規採用職員全員ではありません

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

生涯学習課�

秘書広報課�
副市長室�

市長室�

教育総務課�

学校教育課�
教育長室�

スポーツ・文化振興課�

危機管理課�

総務�課�

総合政策課�

財政課�

議会事務局�

監査事務局�

4F

3F

議場�

会議室1
会議室2

会議室3



Maniwa ��

窓口変更のお知らせサポート体制の強化図る
お知らせワ イ ド
���������	����
����

支援事業をご活用ください新制度を創設
お知らせワ イ ド
���������	����
����

真庭市産業サポートセン ター
を真庭商工会へ
　平成��年�月から、真庭市産業サポートセンターの事務局を市役所から真庭商工会（本部）に移管しま

す。市内事業者により身近なかたちで、事務局員を増員し、支援制度の充実など体制強化を図っていきます。

 �問   真庭市産業サポートセンター（真庭商工会内：真庭市鍋屋�）  ℡����-��-���� / Ｆ ＡＸ����-��-����

各種制度の申請を受け付けています
　農商工連携や新商品・技術開発、新たな創業、店舗の魅力アップなどを行う市内の企業や団体などを
支援しています。各支援事業の詳細については、お問い合わせください。

主な事業内容補助事業名

�社以上の事業所が連携し、新製品開発や付加価値拡大●産業連携支援事業

バイオマス資源を活用した事業化や製品開発●バイオマス資源活用事業

�社以上の事業所が連携し、新たなビジネスモデルの創出や課題解
決のための仕組みづくり

●新ビジネスモデル創出事業

市内への事業所開設や法人化を支援●起業支援事業

店舗の新・改築や空き家店舗の活用を支援●個店の魅力アップ推進事業

住宅に関連す る
新 たな支援制度

　地域経済の活性化を目的に新たに補助金制度を

創設します。制度の詳細については、お問い合わ

せください。

 �問   産業観光部商工観光課  ℡����-��-����

住宅リ フォーム補助金制度は、平成��年度で終了しま す 。（今年の 受け付けは�月上旬を予定） 
終了し ま

す

受付時期対象者補助額・補助率補助事業名(実施期間)・事業内容

�月
（予定）

次のいずれかの人
①�年以上、空き家を貸す人
②�年以上、空き家を利用する人
※転入し定住しようとする人また
は、転入して�年未満の人

・補助上限額
　���万円
・補助率��％以内
（�����円未満切り捨て）

【空き家活用定住促進補助金】
������������	
市内の建築事業者を利用し、空き家の改修工事
や増築に係る経費の一部を助成

�月
（予定）

家屋の所有者または相続人
（除却の同意を受けた人も対象）

・補助上限額
　��万円
・補助率��％以内
（�����円未満切り捨て）

【安心・安全のための老朽危険家屋等
除却補助金】
�������������
市内の建築事業者を利用し、老朽化などで危険
である空き家の除却に係る経費の一部を助成

�月
（予定）

家屋の所有者または相続人
（改修の承諾を受けている借受人
も対象）

・補助上限額
　��万円
・補助率��％以内
（�����円未満切り捨て）

【住宅バリアフリー補助金】 
�������������
市内の建築事業者を利用し、住宅のバリアフリ
ー改修工事に係る経費の一部を助成



��� Maniwa

コミュニティバスへ広告掲載会社や団体を��
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市観光キャラクター「まにぞう」で商品を作ってみませんか。名刺
や会議資料、商品などさまざまな形でご利用ください。
 �問   産業観光部商工観光課　℡����-��-����

「ま に ぞ う 」 で 商品 Ｐ Ｒ
真庭市観光キャラクターを活用使用料�円

お知らせワ イ ド
���������	����
����

市内を走るまにわくん�

広告の掲載について
申請は、運行バス�台ごとになります。希望
する運行ルートを確認してください。

■掲載場所

　車体の側面と後面（小型車両は側面のみ）

■掲載料金と広告サイズ

　掲載期間は�年間を基本とし、サイズは�種類です

　①縦��� ×横���　������円

　②縦���×横���　������円

　（広告サイズは車体によって異なります）

■掲載方法

　広告を印刷したマグネット板状素材を貼り付け

　※広告主が作成したもの

■申込方法

　申込書に必要事項を記載し、市税完納証明、広告

　原稿案、会社概要を添付してご提出ください。

　（申込書はくらし安全課、振興局・各支局にあります）

ま
に
わ 
く 
ん
�

 
広
告
募
集

◆申請について
ホームページまたは、商工観光課にある
申請書に記入して提出してください。「ま
にぞう」画像データを提供します。

まにぞう
トートバッグ�

�真庭産
　ヒノキグッズ

バリエーションはバリ エーションは
����点点以上以上

これまで利用された商品例

　

真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
ま
に
わ
く
ん
�

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
有
料
広
告

を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
を
走
る
ま

に
わ
く
ん
�
で
、
会
社
や
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

�問
 
　

生
活
環
境
部
く
ら
し
安
全
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��
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給付金が支給されます消費税増税に伴う措置
お知らせワ イ ド
���������	����
����

��
�
�
�
�
�
�
�

　

所
得
が
低
い
人
へ
の
消
費
増
税
負

担
の
影
響
に
配
慮
し
た
臨
時
的
な
給

付
金
で
す
。

■
対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
人

・
基
準
日
（
平
成　

年
�
月
�
日
）

��

に
真
庭
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

・
平
成　

年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

��

割
）
が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人
の
扶
養

親
族
や
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん

■
給
付
額　

給
付
対
象
者
�
人
に
つ

き
�
万
円

※
老
齢
基
礎
年
金
、障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
受
給
者
は

�
千
円
加
算

■
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��
�
�
�
�
��

��
�
�
�
�
�
�
�

　

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和

し
、
消
費
の
下
支
え
を
図
る
臨
時
的

な
給
付
金
で
す
。

■
対
象
者　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
人

・
基
準
日
（
平
成　

年
�
月
�
日
）

��

に
真
庭
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

・
平
成　

年
�
月
分
の
児
童
手
当（
特

��

例
給
付
を
含
む
）
を
受
給
し
て
い
る

・
平
成　

年
の
所
得
が
児
童
手
当
の

��

所
得
制
限
に
満
た
な
い

※
生
活
保
護
受
給
者
や
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
者
は
含
ま
れ
ま
せ
ん

■
対
象
児
童　

平
成　

年
�
月
分
の

��

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

※
基
準
日
よ
り
後
に
生
ま
れ
た
児
童

や
基
準
日
以
降
に
死
亡
し
た
児
童
は

対
象
外

■
給
付
額　

対
象
児
童
�
人
に
つ
き

�
万
円

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

※
両
給
付
金
と
も
具
体
的
な
手
続
き

方
法
に
つ
い
て
は
現
在
準
備
中
で

す
。
詳
細
が
決
定
次
第
改
め
て
ご
案

内
し
ま
す
。

�
�
�
�
��
��
�
�
��
��
�

　

平
成　

年
�
月
か
ら
消
費
税
が
�
㌫ 
か
ら
�
㌫ 
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
国
で
は
、
所
得
の
低
い
人
や
子
育

��

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
給
付
金
を
支
給
し
、
消
費
の
下
支
え
を
図
り
ま
す
。「
臨
時
福
祉
給
付

金
」
と
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

増
税
後
の
負
担
を
軽
減
し
消
費
を
下
支
え

Ｑ
・ 

市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
る
か
は
ど
う
す
れ
ば
分
か
る
の
？

Ａ
・ 

例
え
ば
…

・
自
分
の
給
与
支
給
明
細
の
「
住
民
税
」

の
項
目
に
課
税
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る

・
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
に
記
載
の

「
保
険
料
の
段
階
」
で
�
段
階
以
上
と
な
っ

て
い
る　

な
ど

自宅や職場などに市や厚生労働省の職員などをかたった電話や郵便があったら、迷わず市や最寄りの警察署
に連絡してください。（警察相談専用電話は#����）

給付を装った「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」にご注意ください

ご注意ください ！

���

��
●市や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行、コンビニエンススト

アなどの現金自動預払機）の操作をお願いすることは絶対

にありません

●市や厚生労働省などが「給付金」のために手数料などの振

り込みを求めることは絶対にありません

●現時点で、市町村や厚生労働省などが世帯構成や銀行口座

番号などの個人情報を紹介することは絶対にありません
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年金からの天引き保険料の特別徴収
お知らせワ イ ド
���������	����
����

�����������������

保険料の納め方は？
　年金から介護保険料が天引き（特別徴収）され

ます。平成��年度の保険料は�月に決定（本算定）

しますので、�、�月は仮の保険料額として今年

�月と同額を納め、�月分は本算定により増減し

ます。また、��月～�月分は年間保険料からすで

に納めた保険料を除いた額を�回に分けて納める

ことになります。

平成��年�月から手当額が変わります
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　�月支給の年金から平成��年度介護保険料の特別徴収（仮徴収）が始まります。この特別徴

収の対象になるのは、すでに特別徴収で納めている人と平成��年�月�日～��月�日までに

被保険者となった人です。

 �問   健康福祉部高齢者支援課　℡����-��-����

特別徴収の開始時期は？
　開始時期は、介護保険の被保険者になった時期

によって下記のとおり異なります。それまでの間

は納付書または口座振替による普通徴収で納める

ことになります。

普通徴収
　普通徴収の納期は�月～翌年�月までの��
回で、納付書または口座振替で納めます。本
算定後の�月中旬に納付書を送付します。

介護保険の被保険者になった時期開始時期

平成��年�月�日～��月�日�月

平成��年��月�日～��月�日�月

平成��年��月�日～平成��年�月�日�月

平成��年�月�日～�月�日��月

保険料納付月

　仮徴収

今年�月の
保険料と同額

�月

�月

本算定により増減�月

　本徴収（本算定－仮徴収）÷�回

��月

��月

�月

▲

▼
▲

▼

�������
　平成��年�月分から、特別児童扶養手当、
障害児福祉手当などの各種手当額が下記の
とおり改定されます。

問い合わせ先　①～⑤　健康福祉部福祉課　℡����-��-����
⑥　〃　子育て支援課　℡����-��-����

※児童扶養手当の第�子加算（�����円）、第�子以降加算（�人につき�����円）については変更ありません

�月分から（月額）�月分まで（月額）手当の種別

������円������円特別児童扶養手当（�級）①

������円������円特別児童扶養手当（�級）②

������円������円障害児福祉手当③

������円������円特別障害者手当④

������円������円経過的福祉手当⑤

������円
（一部支給：������円～�����円）

������円
（一部支給：������～�����円）

児童扶養手当⑥
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

M ani w a ��

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�
は
「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。
ま
た
、

�
月
�
日
�
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
で
す
。

　

自
閉
症
の
人
は
自
分
の
殻
に
閉

じ
こ
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え

る
こ
と
や
、
他
人
の
言
葉
の
意
図

を
理
解
す
る
こ
と
は
苦
手
で
す

が
、
純
粋
で
一
生
懸
命
で
す
。
そ

し
て
、
周
囲
の
愛
情
と
支
援
に
よ

っ
て
大
き
く
育
つ
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。 

自
閉
症
を
は
じ
め
と
す

る
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
理
解

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
発
達

障
が
い
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、

誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
事

前
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
試
験

■
試
験
日　

�
月　

日
�

��

■
試
験
会
場　

岡
山
市
・
倉
敷
市
・

津
山
市

■
申
込
期
間　

�
月　

日
�
〜　

��

��

日
�

　

受
験
願
書
は
、
真
庭
市
消
防
本

部
お
よ
び
各
分
署
に
用
意
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

�
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
事
前
講
習
会

■
日
時　

�
月　

日
�
午
前
�
時

��

〜
午
後
�
時　

分
��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

発
達
障
害
啓
発
週
間

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
就
職
な
ど
で
別
の
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
、
国
民
健
康

保
険
喪
失
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
新
し
い
健
康
保
険
証
が
交
付

さ
れ
た
ら
早
め
に
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
健
康
保
険

証
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の
間
で
あ

っ
て
も
、
新
し
い
健
康
保
険
の
資

格
取
得
日
か
ら
は
、
国
民
健
康
保

険
の
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
万
が
一
、
医
療
機
関
で
受
診

し
た
場
合
に
は
、
国
民
健
康
保
険

か
ら
給
付
し
た
金
額
を
返
還
し
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
喪
失
届
に
必
要
な
も
の

①
国
民
健
康
保
険
証　

②
新
た
に

加
入
さ
れ
た
保
険
証　

③
印
鑑

④
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
書
類

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

国
民
健
康
保
険
喪
失
届

届
出
を
お
忘
れ
な
く

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
事
前
講
習
会

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●日にち
　�/�～��/��の毎週木曜日（��回）
●時間　��：��～��：�� 
●場所　久世公民館
●対象者　手話に関心のある人
●定員　��人程度
●受講料　無料
●テキス ト代　�����円（初回に集金）
●申込期限　�月��日�まで

�����
����

入
門
課
程

初心者を対象にした講座です。
聞こえない人への理解や手話につ
いて学びます。

化
事
業

の募金緑
●「緑の募金」にご協力ください
緑の募金は、国内外で「森づくり・人づくり」活動に生かされます。森林を守り育
てる運動にご理解、ご協力をお願いします。募金箱は、本庁舎および振興局・各支
局に設置しています。

●緑化事業のご案内
地域自主組織や小学校などの団体が取り組む植樹活動に対し、苗木を配布します。
希望する団体は、農林振興課および振興局・各支局で申請してください。

【申込期限】�月��日�　【配布時期】��月上旬予定
【問い合わせ先】農林振興課　���������	�
	

申し込み・問い合わせ先
福祉課

℡ ����-��-���� ／ ＦＡＸ ����-��-����



　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
と
し
て
、結
婚
・
出
産
・
育
児
・

介
護
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中

断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

を
対
象
に
就
業
の
基
礎
知
識
や
、

エ
ク
セ
ル
�
級
程
度
の
パ
ソ
コ
ン

基
本
操
作
な
ど
を
習
得
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

○
津
山
地
区

■
受
付
期
間　

�
月　

日
�
〜
�

��

月　

日
�

��
■
受
講
期
間　

�
月　

日
�
〜
�

��

月　

日
�
の
期
間
内
で
、
水
曜
日

��

か
ら
土
曜
日
の　

日
間
（
午
前　

��

��

時　

分
〜
午
後
�
時
）

��
■
会
場　

津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
津
山
市

新
魚
町　
　

ア
ル
ネ
津
山
�
階
）

��

■
応
募
資
格　

結
婚
・
出
産
・
育

児
・
介
護
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕
事

を
中
断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る

女
性
で　

日
間
出
席
で
き
る
人

��

■
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
・
検

定
受
講
料
は
必
要
で
す
）

■
募
集
人
員　
　

人
��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
岡
山
市
北
区
南
方
�
‐　
��

‐
�　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
�
階
）

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

自
動
車
の
リ
コ
ー
ル
は
知
っ
て

い
る
人
も
多
い
で
す
が
、
自
動
車

の
ほ
か
に
も
食
料
品
や
住
居
品
、

家
電
製
品
な
ど
、
身
の
回
り
に
あ

る
も
の
に
よ
る
事
故
の
再
発
を
防

止
す
る
た
め
、
製
造
事
業
者
な
ど

が
製
品
を
無
償
で
修
理
し
た
り
、

回
収
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
無
償
修
理
や
回
収
な
ど

も
「
リ
コ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
リ
コ
ー
ル
さ
れ
た
身
の
回

り
品
に
よ
る
火
災
な
ど
の
重
大
事

故
は
、
年
間
�
�
�
件
以
上
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
庁
で
は
、「
リ
コ
ー
ル
情

報
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、
情
報
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
会

員
登
録
を
す
る
と
「
重
要
な
お
知

ら
せ
」「
高
齢
者
・
子
ど
も
向
け
商

品
な
ど
」
の
更
新
情
報
や
「
新
規

登
録
情
報
」
を
お
届
け
す
る
リ
コ

ー
ル
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
合
わ
せ
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▽
パ
ソ
コ
ン
用  h

ttp
://w

w
w
.

re
c
a
ll.g
o
.jp
/

▽
携
帯
電
話
用  h

ttp
://w

w
w
.

re
c
a
ll.g
o
.jp
/m
/

■
問
い
合
わ
せ
先  
く
ら
し
安
全
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��� Maniwa

財産活用課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	
・��-��� 普通河川苗代川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円 

���������	

・三崎地区取付管新設工事（下水道課）
　㈱ホクセツテクノ…���������円
・��-��� 普通河川三平谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　山乗建設㈱…���������円
・��-��� 市道川上�号線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円
・��-��� 市道原延線道路災害復旧工事（建設課）
　㈱金平工務店…���������円
・湯原足元灯（旭川工区）設置工事（建設課）
　㈲オオタ電業…����������円

　※��ページに続く。

ご注意 ！

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ 
ザ

�
�
�
�

�月は、山のかずらと造花など使って
リースを作ります。

�日時　�月��日�　午後�時から
�会場　リサイクルプラザまにわ
　　　（クリーンセンターまにわ内）
�会費　���円　�定員　��人
�申込期限　�月�日�

申し込み先　リサイクルプラザまにわ
　　　　　　℡����-��-����

平
成　

年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

��

受
講
生
募
集

車
以
外
の
リ
コ
ー
ル
情
報

知 
っ 
て
い
ま
す
か

光化学オキ シダ ント  �発令されたらどうすればいいの？

すぐに健康に影響があるわけではありませんが、激しい運動は

避けて、できるだけ屋内で過ごしましょう。特に子どもや体調

の悪い人などに影響が出やすいので注意して下さい。 

 �どのような症状がでるの？

目や頭が痛い、息苦しい、吐き気がするなど 

�問   環境課　℡����-��-����

光化学オキシダントは、気温が高く風が弱い日
中に、自動車の排気ガスや工場の煙などに含ま
れる大気汚染物質が太陽の強い紫外線を受け
ると、大気中に発生します。岡山県では、光化
学オキシダント濃度が高くなったときは「オキ
シダント情報」や「オキシダント注意報」など
を発令して注意を呼び掛けています。



�������

�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�杉山医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�前原医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�中井医院（内）・勝山
　����-��-����
��日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�高田医院（外）・落合
　����-��-����
��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�谷田医院（外）・蒜山
　����-��-����

　
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�まにわ整形外科（外）・久世
　����-��-����
�日
�中山病院・久世
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����
�日
�金田病院・落合
　����-��-����
�遠藤クリニック（外）・蒜山
　����-��-����

�����

番
号
な
ど
は
別
途
通
知

■
入
隊
時
期　

平
成　

年
�
月
下

��

旬
〜
�
月
上
旬
予
定

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
、　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

※
代
理
の
方
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　
　

��

　
　
　

　

岡
山
県
で
は
、
大
気
汚
染
物
資

の
う
ち
、
大
き
さ
が
�
・
�
� 
㍍ 
以

下
の
非
常
に
小
さ
な
粒
子
の
濃
度

が
高
く
な
り
、
基
準
を
超
え
る
と

予
測
し
た
場
合
に
「
注
意
喚
起
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ

て
、
直
ち
に
健
康
被
害
が
出
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
特
段
の
用
事
が
な
い
場
合
は
、

外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
屋
外
で
長
時
間
の
激
し
い
運
動

は
で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
に
疾
患

の
あ
る
人
、小
児
や
高
齢
の
人
は
、

体
調
に
応
じ
て
、
よ
り
慎
重
に
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

農
林
振
興
課
で
は
、
小
学
生
と

保
護
者
を
対
象
に
森
や
緑
に
関
連

す
る
学
習
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
案

内
を
登
録
し
た
人
に
紹
介
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
の
中

で
心
の
豊
か
さ
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
親
子
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
の
小
学
�
年
生

〜
�
年
生

■
情
報
提
供
期
間　

�
年
間

■
応
募
方
法　

農
林
振
興
課
、
振

興
局
お
よ
び
各
支
局
に
準
備
し
て

い
る
申
請
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
農
林
振
興
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切　

�
月　

日
�

��

■
主
な
イ
ベ
ン
ト
案
内

ト
ン
ボ
の
森
、
子
ど
も
樹
木
博
士

認
定
会
、岡
山
県
み
ど
り
の
大
会
、

杜
人　

ま
に
わ
な
ど

in

※
内
容
は
イ
ベ
ン
ト
で
異
な
り
ま

す
が
、
草
刈
体
験
や
植
樹
、
い
き

も
の
観
察
、
木
工
教
室
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
振
興
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

自
衛
隊
で
は
、
一
般
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目　

一
般
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

▽
大
卒
程
度
試
験

平
成　

年
�
月
�
日
時
点
で
、　

��

��

歳
〜　

歳
未
満
（
大
学
院
修
士
課

��

程
修
了
者
等
は　

歳
未
満
）
の
人

��

▽
院
卒
者
試
験

平
成　

年
�
月
�
日
時
点
で
、大

��

学
院
修
士
課
程
修
了
者
等
で　

歳
��

〜　

歳
未
満
の
人

��
※
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
を
有
し
て

い
る
こ
と　

■
受
付
期
間　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
試
験
日　
　
　
　

▽
�
次
試
験　

�
月　

日
�
、　

��

��

日
�

▽
�
次
試
験　

�
月　

日
�
〜　

��

��

日
�
の
う
ち
指
定
す
る
日

■
会
場　

試
験
会
場
お
よ
び
受
験

M ani w a ��

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

平
和
を
、仕
事
に
す
る

年
金
相
談（
要
予
約
）

予
約
を
お
忘
れ
な
く

Ｐ
Ｍ
�
・
�
（
微
小
粒
子
状
物
質
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

緑
や
森
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
紹
介

ご
登
録
く
だ
さ
い

新規就職者激励会新規就職者激励会

�時間　午後�時��分
　　　  （受付開始は午後�時）
�場所　市役所本庁舎
�対象者
�平成��年度に市内企業に新規
   就職した��歳までの人
�申込期限　�月��日�　
�申し込み・問い合わせ先
　商工観光課　℡����-��-����
　真庭商工会　℡����-��-����

新たに市内企業に就職した人の活新たに市内企業に就職した人の活
躍を期待し、激励会を開催します。躍を期待し、激励会を開催します。

����������
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入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
住
宅

①
草
沢
住
宅
�
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
昭
和

　

年
建
築
）
②
寺
前
住
宅
�
Ｌ
Ｄ

��Ｋ
�
戸
（
平
成
�
年
建
築
）
③
原

方
新
住
宅
�
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成

　

年
建
築
）
④
禾
津
住
宅
�
Ｄ
Ｋ

���
戸
（
平
成
�
年
建
築
）

■
募
集
期
限　

�
月　

日
�　

午

��

後
�
時

■
入
居
可
能
日　

�
月
中
旬
予
定

※
応
募
の
な
か
っ
た
市
営
住
宅

は
、
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
都
市
住
宅
課
か
振
興

局
・
各
支
局
住
宅
担
当
窓
口
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。（
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

裁
判
所
、
検
察
庁
、
法
務
局
お

よ
び
弁
護
士
会
は
、
毎
年
、
�
月

�
日
�
の
憲
法
記
念
日
を
中
心
と

す
る
�
日
�
〜
�
日
�
ま
で
を
憲

法
週
間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〇
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所
開
設

（
土
地
、
家
屋
、
相
続
な
ど
）

※
事
前
予
約
は
不
要

【
津
山
地
区
】

■
開
催
日　

�
月
�
日
�

■
受
付
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

��

■
会
場　

岡
山
地
方
家
庭
裁
判
所

津
山
支
部
（
津
山
市
椿
高
下　

）
��

〇
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の
見
学
や

裁
判
の
傍
聴
（
要
事
前
申
込
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

広
報
係

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

〇
検
察
庁
の
見
学（
要
事
前
申
込
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
整
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

岡
山
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

支
援
を
目
的
と
し
て
悩
み
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相

談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
、

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　

月
・
水
・
金
曜
日

（
平
日
の
み
）

■
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
や
ま
（
津
山
市
山
下　

の
��

�
、
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）

■
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
債

務
、
法
律
な
ど

※
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合

は
費
用
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先　

ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

谷
口
講
治
さ
ん
（
埼
玉
県
越
谷

市
）、
久
保
健
太
郎
さ
ん
（
東
京
都

港
区
）、
杉
山
直
幹
さ
ん
（
静
岡
県

静
岡
市
）、
柴
田
浩
史
さ
ん
（
岡
山

市
）
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

総
合
政
策
課

財産活用課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

���������	

・湯原足元灯（寄り添い橋・砂湯前工区）設置工事
　（建設課）　㈱三協商建…����������円
・市道田中中通り線用地測量業務（建設課）
　㈲ダイサン…���������円
・旭町地区市街地排水路水路横断詳細設計業務
　（建設課）
　㈱エイト日本技術開発中国支社…���������円
・湯原温泉旭川散策道整備工事
　（湯原支局総務振興課）
　㈲横辺工務店…���������円
・普通河川深谷奥川河川災害復旧工事
　（湯原支局総務振興課）
  ㈱ウエモト組…���������円
・普通河川三平谷川河川災害復旧工事
　（蒜山振興局総務振興課）
　㈱蒜山興業…���������円 

����������	
・��-��� 普通河川宿浪川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円
・��-��� 普通河川バイソウ川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円
・��-��� 市道東茅部二川線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…����������円
・��-��� 市道胡麻田惣広線道路災害復旧工事    
　（建設課）　㈱酒井工務店…���������円

����������	
・��-��� 普通河川三平川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…����������円
・��-��� 普通河川内海谷川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円
・��-��� 普通河川小内海川河川災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…����������円
・��-��� 市道大下見�号線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈱柴田工務店…���������円 
・��-��� 市道川上�号線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈱蒜山興業…���������円
・��-��� 市道中村草野線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈱松尾建設…���������円
・��-��� 市道見尾神庭線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈱青木建設…���������円
・��-��� 市道月田本線道路災害復旧工事
　（建設課）　㈲古瀬工務店…����������円
・��-��� 市道宿浪線道路災害復旧工事 （建設課） 
　㈱蒜山興業…���������円
・��-��� 市道郷緑線道路災害復旧工事（建設課）
　松尾工業㈱…���������円
・��-��� 普通河川清常川河川災害復旧工事
　（建設課）　上田建設㈱…���������円
・��-��� 市道清常蓬原線道路災害復旧工事
　（建設課）　中島土建…���������円

今月の掲載は、�/�、��、��、��日の入札実施分。

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

�
月
�
日
は
憲
法
記
念
日

ご
利
用
く 
だ
さ 
い

市
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
し
て
い
ま
す

悩
み
ご
と
相
談（
無
料
）

 
一 
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
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お便り
お待 ちし ています !
メールの場合は
ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

テ
ー
マ
は

��
私
の
健
康
法
�で
す 
。

　

食
生
活
で
気
を
付
け
て
い

る
こ
と
や
毎
日
欠
か
さ
ず
し

て
い
る
運
動
な
ど
に
つ
い
て
、

�
�
�
字
程
度
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
写
真
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
川
柳
の
兼
題
は

�
仲
間
�で
す
。

　

お
便
り
は
、
�
月
号
に
同

封
し
た
は
が
き
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
川
柳
の
締
め
切
り

は
�
月　

日
�
で
す
。

��

※
毎
月
の
投
句
は
�
人
�
句

ま
で
で
す

�
月
号
で
は
、

�
決
ま
り
事
��

に
つ
い
て
お
便
り
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

（
�
月　

日
締
め
切
り
）

��

 
�
月
号 
読
者
の
広
場

��
平
均
年
齢�

�
�
歳
�

��

　
 
陽
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん（
目
木
）

PN

　

息
子
の
同
級
生
の
お
母
さ
ん
に

誘
わ
れ
、
週
一
回
の
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
練
習
に
参
加
し
て
十
数
年
。
練

習
し
て
い
る
米
来
小
体
育
館
で
ボ

ー
ル
を
拾
っ
た
り
、
走
り
回
っ
た

り
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
中

学
・
高
校
と
成
長
し
、
多
感
な
思

春
期
に
も
練
習
相
手
に
な
っ
て
く

れ
た
こ
と
も
…
。
部
活
は
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
で
す
が
、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
で
は
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を
打

ち
、「
日
頃
の
恨
み
か
！
」
と
母
た

ち
は
た
じ
た
じ
。
体
力
作
り
が
今

で
は
「
週
一
回
こ
ん
な
に
大
爆
笑

し
て
い
た
ら
ぼ
け
な
い
ね
。」と
認

知
症
対
策
化
し
て
い
る
。
広
い
真

庭
市
で
普
段
会
え
な
い
蒜
山
・
湯

原
・
北
房
の
皆
さ
ん
と
試
合
で
会

え
る
の
も
楽
し
み
。「
何
歳
ま
で
で

き
る
か
な
あ
」
と
声
を
掛
け
合
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
結
婚
式
。
�
月

　

日
は
、　

回
目
の
結
婚
記
念
日
。

��

��

当
時
、
式
場
な
ど
は
田
舎
に
は
な

く
、自
宅
で
行
っ
た
も
の
で
し
た
。

家
を
出
る
と
き
に
ホ
ウ
キ
で
掃
か

れ
ま
し
た
。
も
う
二
度
と
家
に
戻

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
昔
か
ら

の
風
習
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ

の
と
き
私
は
母
に
抱
き
つ
い
て
泣

き
ま
し
た
。
母
に
肩
を
叩
か
れ
て

や
っ
と
落
ち
着
い
て
車
に
乗
っ
た

の
で
し
た
。
披
露
宴
は
三
日
三
晩

続
き
ま
し
た
。　

歳
で
結
婚
し
て

��

　

年
間
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

��ま
し
た
が
、
無
事
に
こ
こ
ま
で
来

れ
ま
し
た
。
米
寿
も
祝
っ
て
も
ら

い
幸
せ
で
す
。　

歳
ま
で
は
元
気

��

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

�
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
。
今
は
駐

車
場
の
交
通
係
を
し
て
い
ま
す

が
、
目
の
前
の
市
道
は
朝
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
に
は
車
が
た
く
さ
ん
通

り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
装
着

や
電
話
し
な
が
ら
の
運
転
が
目
に

付
き
あ
ぜ
ん
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ウ
イ
ン
カ
ー
を
出
さ
ず
に

発
進
す
る
車
も
。
運
転
に
は
交
通

法
規
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
は
、

私
も
含
め
免
許
を
取
得
し
た
と
き

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ス
ピ
ー
ド

を
控
え
、
安
全
運
転
に
努
め
、
真

庭
市
か
ら
�
件
で
も
交
通
事
故
を

減
ら
し
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
し

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
月
の
テ
ー
マ

���
が
ん
ば 
っ 
て
ま
す
�
こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼

 PN にくきゅう

 豊  福   明   日  香    ちゃん
とよ ふく あ す か

Ｈ������� 生まれ（福田）
◯応  由美子さん（母）

 村  上   麟  太 郎    くん
むら かみ りん た ろう

Ｈ�������  生まれ（蒜山下長田）
◯応  博春・久未子さん（両親）

 並  家   寧 々    ちゃん
なみ や ね ね

Ｈ������ 生まれ（久世）
◯応  譲さん（父）

▼

 重とうあい

��
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
�

小
椋  
都
さ
ん（
蒜
山
下
福
田
）

��
も
っ
と
慎
重
な
運
転
を
�

匿
名
希
望
さ
ん
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�月生まれ募集中 ！

29ページの続きを掲載します。�
情報をお寄せください。 （敬称略）�

■第��回ＪＡＳ製材品普及推進展示会　�/��　東京都
　写真左から：農林水産大臣賞　山下木材㈱（山下豊社長）
　農林水産大臣賞　牧野木材工業㈱（牧野淳一郎社長）
　林野庁長官賞　小林製材㈱（小林淳一社長）
　

　主催三団体会長特別賞
　　　　　銘建工業㈱（中島浩一郎社長）�

■第��回岡本太郎現代芸術賞　�/��
　神奈川県　特別賞　高本敦基（勝山）

■第��回アトミックジュニアカップ決勝大会   �/�　長野県
　■第��回アトミックジュニアカップ第�戦だいせん会場　
　�/�　鳥取県　写真左から：
　男子Ｂ優勝　行田駿汰（蒜山下福田）、��位　高見俊貴
　（蒜山上長田）、女子Ｂ�位　山田夏未（下方）

■第��回全日本スキー技術選手権大会   �/��～��   長野県
　■第��回西日本スキー技術選手権大会  �/�～� 兵庫県
　写真左から：優勝　実原俊一（蒜山下和）、��位
　菊地憲二（蒜山東茅部）、��位　池田弘典（蒜山西茅部）

■第��回全日本アンサンブルコンテスト
　�/��　岡山県
　■第��回全日本アンサンブルコンテスト
　中国大会　�/�　広島市　優勝
　　　　　　　　   おかやま山陽高等学校 -
　　　　　　　　　　山根由己（余野下）�

 上を目指して（中国大会や県大会など）

■第��回全日本スノーボード技術選手権大会　�/��～��
　北海道　■岡山県スキー・スノーボード技術選手権大会
　�/��～��　鳥取県
　写真左から：
　優勝　入澤泰彦
　（蒜山下長田）
　�位　筒井千尋
　（蒜山上徳山）

■第��回全国高等学校剣道選抜大会　
　�/��～��　愛知県
　■第��回全国高等学校剣道選抜大会
　岡山予選会　�/��　岡山市　優勝
　　津山工業高等学校 -難波亮太（多田）�

■ＪＯＣジュニアオリンピックカップ����兼全日本ジュニ
　アスキー選手権大会　�/��～��　北海道
　■岡山県スキー連盟からの推薦により出場
　写真左から：永田春樹（樫東）、緒形沙耶（湯原温泉）
　行田駿汰（蒜山下福田）、山田夏未（下方）

■第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳
　競技大会　�/��～��　東京都
　■標準記録突破により出場
　写真左から：市有優美（台金屋）、谷口葉奈（落合垂水）

■第��回全国高等学校ラグビーフットボール大会
　中国ブロック予選会　�/�～��　広島県　�位
　津山工業高等学校 -池田欣高（下方）、石原治親（関）
　岡田琢史（惣）、竹内大輝（台金屋）、福森竜矢（落合垂水）
　上田大起（目木）

 稲  岡   晄 誠    くん
いな おか こう せい

Ｈ������� 生まれ（中河内）
◯応  喜美恵さん（祖母）

 松  岡   芽 依    ちゃん

まつ おか め い

Ｈ����� ��  生まれ（蒜山下徳山）
◯応  清久さん（父）

 吉  田   由 依    ちゃん

よし だ ゆ い

Ｈ������� 生まれ（上中津井）
◯応  尚史さん（父）



Maniwa ��

��������	
　   〒���-����　真庭市本郷����
　  ＴＥＬ（ＦＡＸ兼）����-��-����
　  開館時間　�：��～��：��（土日�：��～��：��）
　  休館日　毎週月曜日と祝日

今月のおすすめの本も
ち
ろ
ん
知
っ
て
た
、石
黒
代
官

　
　

原
田
貴
寿
く
ん（
鹿
田
）

　

石
黒
小
右
衛
門
の
話
を
す
る
っ

て
聞
い
た
の
で
、
友
だ
ち
と
一
緒

に
鹿
田
公
民
館
に
行
き
ま
し
た
。

僕
が
通
う
木
山
小
学
校
で
習
っ
た

の
で
、
石
黒
代
官
の
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
知
っ
て
い
ま
し
た
。
�
年
生

の
教
室
に
は
石
黒
代
官
を
紹
介
す

る
本
も
あ
っ
た
か
な
。
僕
も
鹿
田

に
住
ん
で
い
る
の
で
、
地
元
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
を
し
た
代
官
が
い

た
の
っ
て
ち
ょ
っ
と
嬉
し
い
で

す
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
満
喫

福
島
久
美
子
さ
ん
・
佳
那
ち
ゃ
ん

（
古
見
）

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
ふ

れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
か
よ
し

ひ
ろ
ば
に
娘
と
�
人
で
参
加
し
ま

し
た
。
歌
の
お
ね
え
さ
ん
に
合
わ

せ
て
、
い
っ
ぱ
い
手
遊
び
も
し
た

し
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
り
も
上

手
に
で
き
ま
し
た
。
娘
も
私
も
と

て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
っ
か
り
遊
ん
だ
か
ら
か
、

娘
は
眠
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
で
、
残
念
な
が
ら
途
中
で
す
が

寝
か
せ
ま
す
。
気
軽
に
参
加
で
き

る
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
も
っ
と
増
え

る
と
い
い
で
す
ね
。

史
跡
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た

山
本
杉
生
さ
ん（
蒜
山
東
茅
部
）

　

方
谷
史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参

加
し
ま
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
で

す
が
、
夫
婦
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

美しい写真で、「鳥とはな
にか?」を理解できる図鑑
です。大きさ、クチバシ、
飛び方、羽、巣、卵、子
育て、鳴き声などが特徴
的な鳥を取り上げ、解説
します。読みきかせにも
ぜひ利用していただきた
い一冊です。

「約束の海」
山崎豊子／著　新潮社

「草木染　四季の自然を染める」
山崎和樹／編著　山と渓谷社

草木染を継承する三代目、山
崎和樹が四季折々の草木とつ
きあいながら、時に古書を
ひもとき、����枚の布を染め
あげた。草木の図鑑と美しい
色、技法を丁寧に紹介。タン
ポポ、ヨモギなど春の身近な
雑草を使って染め物に挑戦し
てみませんか？

楽
し
ん
で
お
り
、
今
回
も
�
人
で

参
加
を
計
画
し
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
都
合
で
私
だ
け
の
参
加
に
な

り
ま
し
た
が
、
天
候
も
良
く
、
ゆ

っ
く
り
史
跡
を
巡
っ
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
北
房

に
来
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
の
で
、
史
跡
と
山
田
方
谷
さ
ん

の
関
わ
り
は
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
津
井
陣
屋
跡
や
土

井
屋
敷
跡
・
土
居
砦
跡
と
い
っ
た

多
く
の
史
跡
と
方
谷
さ
ん
と
の
つ

な
が
り
を
説
明
し
て
も
ら
い
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

「さくらの下のさくらのクラス」
宮川ひろ／作　岩崎書店

「きれいですごい鳥」
赤木かん子／文　パイインターナショナル

新学期になって�週間。新�
年生の良太たちの教室から
は、校庭の�本のさくらの木
を見渡せます。朝礼で、�年
生の担任の友子先生とお別れ
した子どもたち。これから、
新しい担任の昭先生との�年
間が始まります。

読者の広場は皆さ
んから寄せられた
ハガキなどでつく
るページです。

今 月は、
寄せられたお便り
���通の中から
チ ョ イス

▼

 金佐武志

▼

 PN みーたん

海上自衛隊の潜水艦と釣り船
が衝突。若き士官を襲う過酷
な試練。その父は昭和��年、
真珠湾に出撃した。時代に翻
弄され、時代に抗う、父子���
年の物語が、いま始まる。
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川 柳   「こぼれる」
過
疎
の
冬
耐
え
て
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
る　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

桜
さ
く
ら
春
の
器
か
ら
こ
ぼ
れ
る　
　
　
　

牧　

敏
子　
　

樫
西

ア
ス
リ
ー
ト
の
努
力
ド
ラ
マ
に
涙
こ
ぼ
れ　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

近
隣
の
支
え
に
感
謝
の
笑
み
こ
ぼ
れ　
　
　

河
�
政
恵　
　

阿
口

こ
ぼ
れ
陽
を
一
人
じ
め
し
て
福
寿
草　
　
　

樋
口
重
雄　
　

見
尾

晴
れ
姿
涙
こ
ぼ
れ
る
祝
い
酒　
　
　
　
　
　

佐
藤
吉
男　
　

台
金
屋

今
日
も
無
事
こ
ぼ
れ
る
手
酌
に
口
す
ぼ
め　

小
島
よ
し
こ　

鍋
屋

こ
ぼ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
止
め
ぬ
詰
放
題　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

山
茶
花
は
咲
き
こ
ぼ
れ
る
も
散
る
も
よ
し　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

両
手
一
杯
こ
ぼ
れ
る
程
の
愛
貰
う　
　
　
　

山
中
清
子　
　

蒜
山
下
和

器
量
よ
り
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
で
も
て
て
ま
す　

行
本
愼
五　
　

久
世

こ
ぼ
れ
種
土
に
抱
か
れ
て
春
を
咲
く　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

悔
し
さ
に
こ
ぼ
れ
る
涙
ば
ね
に
す
る　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

福
寿
草
春
の
匂
が
沸
き
こ
ぼ
れ　
　
　
　
　

山
元
美
代
子　

阿
口

旅
の
宿
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
で
迎
え
ら
れ　
　
　

小
谷
美
紗
子　

蒜
山
下
見

鍋
つ
つ
き
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
の
夕
御
飯　
　
　

美
甘
栄
枝　
　

蒜
山
上
長
田

聞
き
上
手
静
か
な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
る　
　

瀧
上
秀
子　
　

落
合
垂
水

選：湯原川柳会　狩谷博子さん

��������	
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今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

きのこと卵のスープ

きのこは低カロリーで、食物繊維も豊
富です。 きのこの種類を組み合わせる
と食感や味に深みが増します。

今月のレシピ
提供は

題佛 照子さん
（勝山支部）

 材料 （４人分）

・卵　�個　・しめじ　��ｇ
・えのき茸　��ｇ　・舞茸　��ｇ
・三つ葉　�ｇ　・水　���ｍ ｌ
・鶏がらスープ（顆粒）　大さじ�/�弱
・しょうゆ　小さじ�と�/�
・塩　小さじ�/�

・水溶き片栗粉
　片栗粉　小さじ�

　　　　　　　   水　小さじ�

 作り方

①しめじは石突きを落とし小房に分ける。
えのき茸は根元を落とし�等分に切る。
②鍋に分量の水、鶏がらスープを入れて
火にかけ、しめじ、えのき茸、舞茸を
加えて煮る。
③煮立ったら、あくを取り、しょうゆ、
塩で味を整え、水溶き片栗粉を加えて
とろみをつける。
④溶き卵を回し入れて火を弱め、三つ葉
を加える。

��������
　エネルギー�� ｋｃａｌ    たんぱく質 �.�ｇ  
　脂質 � . �ｇ  カルシウム �ｍｇ
　食塩相当量 �� �ｇ

スキージャンプ選手も脱帽の着地（�/��）
スポーツに親しむイベント「スポーツバイキング」が初めて開催され
ました。踏み切り板を使ったジャンプに挑戦しているところを撮影し
ていると、見事なテレマーク姿勢での着地を見せてくれました。

▼

 PN 巨人

▼

 山本愛依

�
�
�



　

勝
山
在
住
の
美
術
家
高
本
敦
基
さ
ん

が
、
第　

回
岡
本
太
郎
現
代
芸
術
賞
（
応

��

募
�
�
�
点
）
で
特
別
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。『
現
代
人
の
生
活
は
落
下
す
る
滝
の

よ
う
で
あ
り
、
同
時
に
無
謀
に
突
き
上
げ

る
バ
ベ
ル
の
塔
に
も
似
て
い
る
』
そ
ん
な

世
界
を
表
現
し
た
の
が
今
回
の
受
賞
作

で
、
素
材
は
な
ん
と
約
�
万
個
の
洗
濯
ば

さ
み
。
素
朴
な
日
用
品
で
独
特
な
造
形
を

生
み
出
す
高
本
さ
ん
は
、
絵
画
か
ら
ア
ー

ト
の
世
界
に
入
っ
た
と
い
い
ま
す
。
広
島

県
呉
市
生
ま
れ
。
金
沢
美
術
工
芸
大
学
を

卒
業
後
に
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
国
立
ナ
ン

シ
ー
美
術
大
学
で
学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で

色
ん
な
視
点
と
方
向
性
に
触
れ
た
こ
と

で
、「
自
分
の
世
界
観
を
表
現
す
る
の
は
絵

【略歴】出展・受賞など
■����年 岡野屋旅館プロジェクト
■����年 天プラセレクション「高本敦基：日常の現場から」
　　　　  Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ａｒｔｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ
■����年 岡山市民芸術祭「モールブリッジプロジェクト」
■����年 第十回犬島時間、美つくりの里・旅するアート
■����年 第��回岡本太郎現代美術賞展（特別賞）

だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た

と
か
。
帰
国
後
は
、
香
川
県
の
直
島
で
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な
ど
も
経
験
。
次
第

に
、
日
常
的
な
も
の
で
表
現
す
れ
ば
見
る

人
も
共
有
し
や
す
い
と
感
じ
、
コ
ッ
プ
や

モ
ー
ル
糸
を
使
う
よ
う
に
な
り
今
に
至
り

ま
し
た
。
県
北
に
美
術
講
師
と
し
て
赴
任

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
真
庭
市
に
や
っ

て
き
た
の
が
�
年
前
。
今
や
勝
山
の
町
並

み
保
存
地
区
で
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に
は

欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
、「
岡
野
屋
旅
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
な

が
ら
、新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

少
し
ず
つ
自
分
の
テ
ー
マ
を
深
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
登
竜
門
で
特
別
賞
受
賞

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

 高  本  敦 基   さ ん（勝山）

たか もと あつ き

岡本太郎美術館（川崎市）に展示される特別賞受岡本太郎美術館（川崎市）に展示される特別賞受
賞作『The Fal l』。岡本太郎賞（賞作『The Fal l 』。 岡本太郎賞（��点）、岡本敏子賞点）、岡本敏子賞
（（��点）に次いで高く評価されました点）に次いで高く評価されました

モール糸を使った作品
（Ｌｉｖｉｎｇ ｉｎ Ａｒｔｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ）
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■平成��年度全国高等学校総合体育大会・第��回全国高等
　学校スキー大会　�/�～�　福島県
　■第��回県高校総合体育大会兼第��回
　全国高等学校スキー大会県予選会　
　�/�～��　鳥取県
　クロスカントリー男子��㎞
　（フリー優勝、クラシカル優勝）

　林　雅人（蒜山下長田）▲
　　　　　　　　ジャイアントスラローム男子　�位
　　　　　　　　�杉本健朗（蒜山富山根）

■第��回公募日本習字展　�/�　広島県
　　　　　　　日本習字教育財団理事長賞
　　　　　　　　　　　椋木千晴（宮地）�

■低炭素杯����　�/��　東京都　一般審査員特別賞
　（町を挙げてのＢＤＦ事業を温泉街
　の活性化事業に活用）
　　　　　　　　　湯原町旅館協同組合
　　　　　　　　（古林伸美代表理事）�

■民生委員・児童委員厚生労働大臣
　特別表彰　�/��　写真左から：
　土井利宣（月田）、友平則雄（宮地）、各務泰弘（豊栄）

■第��回国民体育大会冬季大会スキー競技会
　�/��～��　山形県
　■第��回国民体育大会冬季大会スキー競技会岡山県
　選手選考会　�/��～��　大山町

　写真左上から：ジャイアントスラローム　成年男子Ａ�位
　牧　宏紀（勝山）、クロスカントリー成年女子Ｂ優勝
　友金園実（蒜山西茅部）、コンバインドジャンプ　��位
　道祖宏昭（蒜山東茅部）

　写真左上から：ジャイアントスラローム少年男子　
　優勝　伴野哲平（禾津）、�位　實原勇斗（蒜山下和）
　クロスカントリー少年男子クラシカル
　優勝　林　雅人（蒜山下長田）
　�位  杉村柊哉（蒜山下徳山）、�位  立田康樹（蒜山上福田）
　�位  本守冬也（蒜山下徳山）、�位  進賀涼平（蒜山上長田）

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

■第��回日刊工業新聞優秀経営者顕彰
　�/��　東京都
　優秀経営者賞　
　　　　佐山修一（オーティス㈱社長）�

■平成��年度全国中学校総合体育大会
　兼第��回全国中学校スキー大会　�/�～�　群馬県
　■第��回岡山県中学校総合体育大会兼平成��年度
　岡山県中学校スキー選手権大会　�/�～��　鳥取県

　写真左上から：
　クロスカントリー女子�㎞
　（フリー�位、クラシカル優勝）立田詩乃（蒜山上福田）
　（フリー優勝、クラシカル�位）本守彩音（蒜山下徳山）
　アルペン男子大回転�位　下平大揮（蒜山下徳山）

　写真左上から：
　クロスカントリー男子�㎞
　（フリー優勝、クラシカル優勝）杉村柊哉（蒜山下徳山）
　（フリー�位、クラシカル�位）本守冬也（蒜山下徳山）
　（フリー�位、クラシカル�位）進賀涼平（蒜山上長田）
　（フリー�位、クラシカル�位）立田康樹（蒜山上福田）
　（フリー�位、クラシカル�位）杉村亮祐（蒜山下徳山）
　（フリー�位、クラシカル�位）湯栗健太（蒜山湯船）

叙勲を受けられた方をご紹介し
ます。おめでとうございます。

高齢者叙勲

　昭和��年に初当選以来�
期��年にわたり落合町議会
議員を務められました。備
中川河川改修特別委員会で
は、委員長として河川改修
事業に取り組み、安心して
暮らせるまちづくりに尽力
されました。

�����
元落合町議

村松正直さん（栗原）
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色とりどりの素材と香
りを楽しむアロマキャ
ンドルづくりも体験メ
ニューの一つ

　

雛
祭
り
行
事
が
市
内
各
地
で

催
さ
れ
ま
し
た
。
勝
山
の
お
雛

ま
つ
り
で
は
、
約
�
�
�
件
の

民
家
や
商
店
に
雛
人
形
が
ず
ら

り
。
各
家
で
は
自
慢
の
お
雛
の

説
明
に
玄
関
先
に
立
つ
な
ど
、

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
を
中
心

に
地
域
全
体
で
お
雛
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
湯

原
の
お
ひ
な
祭
り
で
は
雛
飾
り

の
ほ
か
、
期
間
中
に
「
女
子
力

ア
ッ
プ
」
と
銘
打
っ
て
温
泉
街

各
所
で
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
。
訪
れ
た
観
光
客
ら
を
も
て

な
し
ま
し
た
。

市内で百歳のお祝い続 と々市内で百歳のお祝い続 と々
　ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

　

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
市
内
在
住
の
�

人
の
方
が
、
百
歳
の
記
念
の
お
祝
い
を
さ
れ
ま
し

た
。
ご
飯
を
し
っ
か
り
と
食
べ
、
テ
レ
ビ
で
大
好

き
な
時
代
劇
を
見
て
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
前
田

さ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
と
パ
ン
、
お
寿
司
を
食
べ
る
の

が
好
き
で
、
盆
栽
が
趣
味
だ
っ
た
と
話
す
薬
師
寺

さ
ん
、
趣
味
の
三
味
線
の
腕
前
を
生
か
し
て
、
地

域
伝
統
の
銭
太
鼓
を
全
国
各
地
で
公
演
し
て
き
た

岩
古
さ
ん
。
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

お雛さまずらり、ひと足早い春の訪れお雛さまずらり、 ひと足早い春の訪れ

湯原のおひな祭り  （ �月�日～��日） 勝山のお雛まつり  （ �月�日～�日）

写真左上：勝山の町並みで記念
撮影する親子　写真右上：庭先
のお雛さまを愛でる袴姿のはい
からさん

初日に行われたフリーマーケット（湯原温泉ミュージアム） かわいらしいお雛様に見入る親子連れ

写真上：
前田政子さん（惣）
大正�年�月�日生まれ

写真左上：
薬師寺晴枝さん（鹿田）
大正�年�月��日生まれ

写真左：
岩古正参さん（蒜山東茅部）
大正�年�月��日生まれ
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

大
人
と
子
ど
も
の
論
語
塾
が
�
月
�
日

に
中
津
井
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。『
論

語
』
は
儒
学
の
始
祖
・
孔
子
の
言
行
を
弟

子
が
記
録
し
た
書
物
で
、
中
津
井
と
ゆ
か

り
の
あ
る
山
田
方
谷
が
儒
学
者
だ
っ
た
こ

と
に
ち
な
ん
で
開
催
。
県
青
少
年
教
育
セ

ン
タ
ー
閑
谷
学
校
の
徳
光
泰
弘
次
長
が
、

論
語
の
一
節
を
読
み
上
げ
て
意
味
を
解

説
、
続
け
て
全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。
ま

た
、「
論
語
か
る
た
取
り
大
会
」も
あ
り
、参

加
者
は
描
か
れ
た
絵
や
漢
字
を
手
掛
か
り

に
札
を
取
り
合
い
、楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

「子曰く～」と唱和する参加者ら

地域の抱えている課題などを話し合う参加者

　

�
月
�
日
、
農
事
組
合
法
人
清
藤
で
わ

が
ま
ち
・
ふ
る
さ
と
・
移
住
受
け
入
れ
計

画
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
ま
に
わ
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ

��

ミ
ナ
ー
で
は
、
大
阪
か
ら
移
住
し
、
現
在

清
藤
の
代
表
組
合
長
を
務
め
る
平
泉
繁
さ

ん
が
取
り
組
み
の
紹
介
や
果
樹
園
の
案
内

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
移
住
の
受
け
入
れ
の
あ

り
方
や
地
域
の
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
し
ま
し
た
。

幸
せ
な
移
住
を
考
え
る

移
住
受
け
入
れ
計
画
セ
ミ
ナ
ー

　　名代官・石黒小右衛門の功績たたえる

江戸時代に鹿田地区を治め

た代官・石黒小右衛門の没

後���年祭が鹿田公民館な

どで行われました。地区住

民ら約���人が参加。郷土史

家の橋本惣司さんの講演や

手作りの紙芝居などで代官

の功績をたたえました。

�/�

　　 品質や生産技術を審査

湯原地区を中心に栽培され

ている青大豆・キヨミドリ

の品評会が湯原支局で行わ

れました。生産者��人が出

品。粒の大きさや形に加え、

今年から収穫量や栽培技術

の項目を増やし、総合的な

審査を行いました。

�/�

　　 歌に合わせて楽しく手拍子

なかよしひろばが、落合サ

ンプラザで行われました。

参加した親子約��人は、歌

に合わせて手拍子をした

り、親子でくすぐり合った

りと歌遊びを楽しみまし

た。また、歯科医による歯

のお話も行われました。

�/�

　　森林の利活用に向け理解を深める

バイオマス関連事業者など

を対象に人材育成講座が真

庭バイオマスラボで行わ

れ、市内から約��人が参加

しました。バイオマス発電

の工程や仕組み、高付加価

値化を目指した商品開発な

どについて学びました。

�/��

　　砂湯に防犯カメラ設置、被害ゼロに

露天風呂砂湯に防犯カメラ

が設置されました。入浴中

の盗難被害などを未然に防

ぎ、観光客らに快適に湯原

温泉のお湯を楽しんでもら

うため。被害ゼロを目指し、

安全安心の温泉街づくりが

進められました。

�/��

み
ん
な
で
声
合
わ
せ 「 
子
曰 
く
」

し
の
た
ま
わ

大
人
と
子
ど
も
の
論
語
塾
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業

が
閉
幕
し
ま
し
た
。
こ
の
�
年
は
、
ナ

ル
ト
列
車
や
ミ
ス
テ
リ
ー
推
理
小
説
な

ど
の
催
し
に
加
え
、
真
庭
市
独
自
で
神

庭
の
滝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
美
作
の
国
の

街
道
歩
き
、
ま
に
わ
っ
こ
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
な
ど
を
開
催
。
独
自
イ
ベ
ン
ト
は
、

自
治
体
の
中
で
も
開
催
件
数
が
多
い
ほ

う
。
観
光
資
源
や
史
跡
な
ど
、
真
庭
に

は
魅
力
あ
る
資
源
が
溢
れ
て
い
る
と
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。 

小
山

　

大
震
災
発
生
か
ら
少
し
し
て
、
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
か
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
被
災

者
の
経
験
談
な
ど
を
目
に
す
る
と
、
つ

い
見
入
っ
て
し
ま
い
胸
が
熱
く
な
り
ま

す
。
家
族
が
元
気
で
居
る
こ
と
へ
感
謝

し
た
り
、
継
続
的
に
支
援
す
る
方
法
を

模
索
し
た
り
。先
日
の
地
震
の
時
に
は
、

す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
を
守
ら
ね
ば
と
焦

り
ま
し
た
。備
え
は
十
分
じ
ゃ
な
い
し
、

ま
ず
は
家
族
で
話
し
合
お
う
。 

福
島

　

卒
業
と
入
学
の
季
節
。
晴
れ
や
か
な

式
に
お
邪
魔
し
て
写
真
を
撮
っ
て
い
る

と
、
自
分
が
子
ど
も
の
と
き
は
ど
う
だ

っ
た
か
、
親
と
し
て
こ
の
場
面
を
迎
え

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
い
ろ
ん
な
思

い
が
去
来
し
ま
す
。
思
わ
ず
感
情
移
入

し
て
グ
ッ
と
き
て
し
ま
う
こ
と
も
。
思

い
出
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
な
ど
流
さ

れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
も
う
…
。
取

材
者
と
し
て
は
未
熟
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
仕
方
な
い
で
す
よ
ね
。 

江
崎

�問   商工観光課 ℡����-��-����

レンタサイクル施設も充 実！
蒜山高原は自転車専用道路が整備され、レンタサイクル施設も�カ所あります
ので、安心してサイクリングを楽しむことができます。

ひるぜん�
ジャージーランド� 塩釜の冷泉�

自然牧場公園�

蒜山振興局�真庭消防署�
蒜山分署� 蒜山高原�

スポーツ公園�
至津黒高原�
　湯原�

至倉吉�
　三朝�

至大山�
　米子�

至江府�

蒜山�
 IC

蒜山郷土博物館�
四ツ塚史跡公園�

蒜山ホースパーク�
ひるぜん�
ワイナリー�

ヒルゼン�
高原センター�

郷原漆器の館�

道の駅「風の家」�
（観光案内所）�

平成の森�
スポーツ公園�

休暇村�
蒜山高原�

蒜山高原�
サイクリング�
ターミナル�

ホテル�
蒜山ヒルズ�

ひるぜん�
農園�

ウッドパオ�

レンタサイクル施設�
自転車専用道路�

R４８２�

R３１３�

ササササイイイイククククリリリリンンンンググググししししよよよよううううサ イ ク リ ン グし よ う ！！！！！

�全長���� �、最大標高差���ｍ、
　平均斜度約�%、休憩所��カ所

全体的にアップダウンが少なく、コース
周辺には立ち寄りスポットも盛りだくさ
ん。専用道路なのでお子さまにも安心。
のんびり、ゆったりと爽やかな春の蒜山高
原を自転車で走ってみませんか？（一部
車道と合流・交差する場所もあります）

自転車乗って�
レッツゴー！�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で�

観
光
情
報
も�

　
　
　
チ
ェ
ッ
ク�

雄大な景観と牧歌的風景の調和する
全国有数のサイクリングコース

蒜蒜蒜蒜蒜蒜山山山山山山高高高高高高原原原原原原自自自自自自転転転転転転車車車車車車道道道道道道でででででで蒜山高原自転車道で

台数（こども用）レンタル車種連絡先レンタサイクル施設名

��台（��）普通自転車、マウンテンバイク����-��-����ホテル蒜山ヒルズ

��台（�）普通自転車、マウンテンバイク����-��-����
蒜山高原
サイクリングターミナル

��台（�）普通自転車����-��-����休暇村蒜山高原

��台（�）普通自転車����-��-����ウッドパオ

��台（�）
普通自転車、マウンテンバイク、
電動アシスト自転車

����-��-����ひるぜん農園


